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地域活動にご協力ください
たはらトピックス

たはらフォトニュース
市民のひろば

地域の話題・市民活動だより
スクールリポート

おしらせ
連載コーナー

2
4
8
10
12
13
14
27

掲載したイベントなどは、中止、または延期する場合があります
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新緑の風薫る新緑の風薫る



田
原
市
で
は
、住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
協
力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、各
地
域
で
自
主
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
と
は「
自
治
会（
町
内
会
、区
な
ど
を
含
む
）」「
自
治
会
連
合
組
織（
小
学
校
区

域
内
の
特
定
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」「
校
区（
小
学
校
単
位
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」と
、区
域
内
の

全
て
の
自
治
会
と
各
種
団
体・行
政
委
員
な
ど
で
構
成
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」で
、そ
れ
ら
の
連

絡・調
整・連
携
協
力
を
行
う
た
め
に「
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
」が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
館
整
備
や
補
助
金
交
付
な
ど
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、市
民
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

◎
自
治
会
の
主
な
活
動

「
広
報
や
回
覧
の
配
布
」「
除
草
や
清
掃
な
ど
環
境
整
備
」「
自
主
防
災
活
動
」「
交
通
安
全
」「
防

犯
活
動
」「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
」「
住
民
相
互
の
親
睦
活
動
」「
意
見
集
約
や
要
望
の
取

り
ま
と
め
」な
ど

　
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。※
名
簿
は
敬
称
略　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

     

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

◆
童
浦
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

眞
木
泰
弘

吉
胡
区
自
治
会	

	

菰
田
昌
孝

木
綿
台
区
自
治
会	

	

鈴
木
三
人

吉
胡
台
区
自
治
会	

	

川
崎
伊
智
郎

浦
区
自
治
会	

	

三
浦
修
司

西
浦
区	

	
	

清
水
久
登

波
瀬
区	

	
	

柴
田
保
秀

姫
見
台
自
治
会	

	

林　
達
也

片
浜
自
治
会	

	

山
田
章
二

白
谷
区	

	
	

齋
竹
輝
明

光
崎
区	

	
	

髙
橋
一
伸

片
西
自
治
会	

	

森　
　
大

童
台
自
治
会	

	

松
見　
清

◆
田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

藤
井
正
剛

巴
江
町
内
会	

	

八
木　
孝

一
番
東	

	
	

大
羽
康
彦

一
番
西	

	
	

市
川　
篤

三
番
組	

	
	

三
浦
雄
二

四
番
組
東	

	

前
川
仁
志

四
番
組
西	

	

河
合
克
昌

四
番
組
南	

	

鈴
木
愛
二

蔵
王
東
ヶ
丘
自
治
会	

柴
田
充
弘

蔵
王
南
ヶ
丘	

	

坂
野
茂
伸

萱
町
町
内
会	

	

福
井　
孝

萱
町
一
区	

	

福
井　
孝

萱
町
二
区	

	

臼
井
勲
司

萱
町
三
区	

	

河
合
正
造

本
町
自
治
会	

	

白
井
秀
行

新
町
町
内
会	

	

平
松
正
敏

　
◆
衣
笠
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

樋
口
雄
士

加
治
区
自
治
会	

	

鈴
木
靖
典

衣
笠
町
内
会	

	

川
口
忠
行

八
軒
家
町
内
会	

	

河
合
康
彦

藤
七
原
町
内
会	

	

金
田　
徹

鎌
田
町
内
会	

	

小
田
中
忠
夫

東
滝
頭
地
区	

	

加
藤
公
樹

赤
石
自
治
会	

	

本
多
邦
彦

地
域
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

◦会長
山本五夫
（福江）

◦副会長
藤原喜郎
（大草）

◦副会長兼会計
大根義久
（若戸）

田原市
地域コミュニティ連合会

連 合 会 長
コミュニティ
協 議 会 長
自 治 会 長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
助
け
合
い

＝

◆
六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

鈴
木
義
人

長
上
区	

	
	

田
中
恒
幸

久
美
原
区	
	

塩
野
谷　
薫

浜
田
区	

	
	

渡
邊
吉
成

百
々
区	
	

	

鈴
木
利
充

新
浜
自
治
会	

	

久
保
智
昭

◆
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

浅
野
正
三

川
岸
町
内
会	

	

中
根　
健

漆
田
一
区	

	

武
内
和
德

漆
田
二
区
自
治
会	

	

原
野
一
哉

漆
田
三
区
自
治
会	

	

永
井
真
二

東
赤
石
自
治
会	

	

鈴
木　
実

サ
ン
コ
ー
ト
自
治
会	

樽
見　
勇

市
場
区	

	
	

金
田
哲
也

青
津
区	

	
	

光
島
知
宣

希
望
が
丘
自
治
会	

	

伊
藤
孝
之

赤
松
区	

	
	

鷹
見
剛
至

志
田
区	

	
	

松
田
政
春

新
美
区	

	
	

山
田
浩
司

南
町
区	

	
	

福
井　
裕

谷
ノ
口
区	

	

福
井
良
尚

東
ヶ
谷
区	

	

大
羽　
忠

◆
大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

藤
原
喜
郎

大
草
地
区	

	

寺
田
孝
士

大
草
団
地
地
区	

	

榊
原
直
人

◆
田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

岡
田
惣
二

相
川
自
治
会	

	

酒
井
基
行

谷
熊
自
治
会	

	

鈴
木
一
秀

や
ぐ
ま
台
自
治
会	

	

河
合
正
勝

豊
島
自
治
会	

	

壁
谷
忠
福

御
殿
山
自
治
会	

	

筆
安
伸
一

◆
田
原
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

中
泉
芳
晴

大
久
保
区
自
治
会	

	

大
場
広
之
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地域の安心・安全を守る
消防団の役員さんをご紹介します

◦団長
中神 通文

◦副団長
小林 篤史

◦副団長
伊奈 継人

◦副団長
川口 広満

◦東部分団 分団長 佐藤	　雅
副分団長 鈴木	啓介

◦神戸分団 分団長 河邉	秀貴
副分団長 鈴木	雄也

◦南部分団 分団長 中神	康貴
副分団長 河合	佑紀

◦野田分団 分団長 高橋	将司
副分団長 河合	悠真

◦中部分団 分団長 伊東	大介
副分団長 捧　晃太朗

◦童浦分団 分団長 立岩	弘士
副分団長 大谷	将嗣

◦赤羽根分団
分団長 長神	辰則
副分団長 玉越	裕介
副分団長 大場	貴公

◦泉分団 分団長 千賀	篤人
副分団長 山内	賢人

◦福江分団

分団長 宮本	弘睦
副分団長 坂本	裕也
副分団長 小川	恭宜
副分団長 井本	貴裕

◦伊良湖岬分団
分団長 太田	真司
副分団長 長尾	康孝
副分団長 藤原	周平

【市民の皆さんへ】消防団は、火災の消火活動だけでなく、地震や風水害など自然災害の発生時にも、地域で救助・
救援活動にあたります。消防団の活動に、ご理解とご協力をお願いします。 ▼消防課☎ 23-4073
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野
田
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区
コ
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ィ
協
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会

会
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芦
自
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河
合
秀
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河
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尊

彦
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大
久
保
崇
弥

雲
明	

	
	

金
田
任
博

保
井	

	
	

加
藤
芳
弘

東
馬
草	

	
	

林　
幸
信

山
ノ
神	

	
	

藤
江
正
長

西
馬
草	

	
	

山
田
憲
男

今
方	

	
	

小
久
保　
潤

北
海
道	

	
	

藤
江
昭
範

市
場	

	
	

鋤
柄
信
人

仁
崎	

	
	

伊
藤　
貢

ほ
る
と
台	

	

藤
井
龍
也

◆
高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

小
野
和
良

高
松
区	

	
	

小
野
和
良

◆
赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

鳥
居
弘
一

赤
東
区	

	
	

本
多
剛
晴

赤
中
区	

	
	

太
田
孝
雄

赤
西
区	

	
	

鈴
木
康
彦

◆
若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

大
根
義
久

池
尻
区	

	
	

下
田
和
正

若
見
区	

	
	

近
藤
吉
貢

越
戸
区	

	
	

柳
原
昭
生

◆
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

河
合
伸
樹

和
地
自
治
会	
	

藤
井
豊
二

土
田
自
治
会	

	

青
山
和
広

◆
堀
切
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

木
邨
龍
雄

堀
切
自
治
会	

	

髙
瀬
和
芳

小
塩
津
自
治
会	

	

鈴
木
隆
文

◆
伊
良
湖
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

尾
澤
美
也

伊
良
湖
自
治
会	

	

山
本
靖
文

日
出
自
治
会	

	

齋
藤
俊
久

◆
亀
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

本
田
雅
彦

亀
山
自
治
会	

	

井
本
恭
二

西
山
自
治
会	

	

鈴
木
健
司

◆
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

鈴
木
雅
也

中
山
自
治
会	

	

古
川
幸
宏

小
中
山
自
治
会	

	

小
川　
悟

◆
福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

山
本
五
夫

長
沢
自
治
会	
	

河
合　
徹

福
江
自
治
会	

	

松
元
義
生

保
美
自
治
会	

	

清
田
大
治

向
山
自
治
会	

	

片
山
悦
司

◆
清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

大
谷
信
也

山
田
自
治
会	

	
鈴
木
正
幸

高
木
自
治
会	

	
花
井
達
人

折
立
自
治
会	

	

橋
本　
朗

古
田
自
治
会	

	

本
多
直
哉

◆
泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

花
井　
隆

宇
津
江
自
治
会	

	

鈴
木
浪
平

江
比
間
自
治
会	

	

山
内
昭
夫

八
王
子
自
治
会	

	

榊󠄀
原　
保

村
松
自
治
会	

	

皿
井
麻
雄

馬
伏
自
治
会	

	

村
上
博
文

伊
川
津
自
治
会	

	

鵜
飼
和
政

石
神
自
治
会	

	

伊
藤
博
和

夕
陽
が
浜
自
治
会	

	

川
口
真
史

（敬称略）

地域活動にご協力ください。
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本
市
で
は
、結
婚
後
の
若
い
世
代
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、結
婚

に
際
し
て
新
居
と

な
る
住
宅
の
購
入

費
や
賃
料
、引
越

し
な
ど
に
か
か
っ

た
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

▪
対
象
と
な
る
世
帯

　
次
の
全
て
を
満
た
す
新
婚
世
帯

❶
令
和
３
年
１
月
１
日
～
令
和
４
年
２
月
28

日
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
し
受
理
さ
れ

た
夫
婦
で
あ
り
、夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に

お
け
る
年
齢
が
39
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

❷
婚
姻
を
機
に
市
内
に
あ
る
住
居
を
新
た

に
購
入・賃
借
し
、そ
の
住
居
の
住
所
に

転
入（
転
居
）届
を
提
出・受
理
さ
れ
て

い
る
こ
と（
申
請
時
点
で
夫
婦
と
も
市

内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
）

❸
夫
婦
の
年
間
所
得
合
計（
令
和
２
年
１

月
１
日
～
12
月
31
日
）が
４
０
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と

❹
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
補
助
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
こ
と

❺
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▪
対
象
と
な
る
経
費

　

令
和
３
年
１
月
１
日
～
令
和
４
年
２
月

28
日
の
間
に
支
払
っ
た
、次
の
①
～
③
の
費

用
が
対
象
。

❶
市
内
で
新
た
に
新
居
と
な
る
住
宅
を
取

得
し
た
場
合
の
費
用

※
土
地
代・増
改
築
費・リ
フ
ォ
ー
ム
費
を

除
く

❷
市
内
で
新
居
と
な
る
住
宅
を
賃
借
し
た

場
合
の
費
用（
賃
料・敷
金・礼
金・共
益

費・仲
介
手
数
料
）

※
勤
務
先
か
ら
住
宅
手
当
を
受
け
て
い
る

場
合
や
、公
的
な
扶
助
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、そ
の
分
を
対
象
経
費
か
ら
差

し
引
く

❸
市
内
の
新
居
へ
引
っ
越
す
た
め
に
か
か
っ

た
費
用（
引
越
業
者
ま
た
は
運
送
業
者

へ
支
払
っ
た
実
費
）

▪
申
請
期
間

６
月
１
日（
火
）～
令
和
４
年
３
月
１
日（
火
）

▼
地
域
福
祉
課　
☎
23‐３
５
１
２

新
婚
世
帯
に
最
大
30
万
円
支
援

田
原
市
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金

広
報
た
は
ら
が
変
わ
り
ま
す
！

７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

広
報
た
は
ら
は
、よ
り
市
民

目
線
で
読
み
や
す
く

な
る
よ
う
、７
月
か
ら
紙
面
を
改
善

し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

声
を
反
映
し
、投
稿
コ
ー
ナ
ー
の
拡

充
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
新

設
し
ま
す
。

　
広
報
た
は
ら
は
こ
れ
か
ら
も
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら

え
る
紙
面
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。　

　

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
広
報
秘
書
課　
☎
22‐０
１
３
８

koho@
city.tahara.aichi.jp

１
０
０
８
２
０
９

　ごきげんスマイルの投稿を３歳児まで
から未就学児までに拡充します。今まで以
上に多くの笑顔を皆さんにお届けします。
応募は、市公式ＬＩＮＥから簡単にできます！

　引き続き、読みやすさを意識して作られた「ユニバーサルデザイ
ン（ＵＤ）書体」を活用し、「やさしい日本語」の使用を心掛けます。

　市内のイベントや講座情報を一覧で確認できるコーナーを新
設します。

▲LINEのホーム画面

ここが変わります！ここが変わります！
投稿コーナーを拡充します！

読みやすい文字・文章でお届けします！

情報を集約したコーナーを新設します！

友だち追加はこちらから➡

LINE＠友だち
募集中！
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４
月
７
日（
水
）、暖
か
な
日
差
し
の

中
、市
内
中
学
校
の
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。赤
羽
根
中
学
校
で
は
、３
月

31
日
に
74
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
泉
中

学
校
の
生
徒
を
新
た
に
迎
え
、全
校
生
徒

は
２
３
１
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、古
越
校
長
先
生
か
ら
全
校
生

徒
に
向
け
、今
年
度
の
教
育
目
標「
新
生	

赤
羽
根
中
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、新
生
と
は
統
合
し
て
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
と
い
う
意
味
の
ほ
か
、み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
、色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、

新
た
に
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
意
味
が

あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
持
っ
て
い
る
良
さ
を
一
層
輝
か
せ
て

新
生 

赤
羽
根
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト

　
ま
た
、在
校
生
か
ら
新
入
生
へ「
力
を
合

わ
せ
、み
ん
な
が
輝
く
赤
羽
根
中
学
校
に

し
ま
し
ょ
う
」と
歓
迎
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、

新
入
生
は
新
し
い
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま

せ
て
い
ま
し
た
。　

　

統
合
に
よ
り
、４
つ
の
小
学
校（
高
松
・

赤
羽
根
・
若
戸
・
泉
）か
ら
生
徒
を
迎
え
た

新
生
赤
羽
根
中
学
校
は
、新
た
な
歴
史
の

一
歩
を
刻
み
始
め
ま
し
た
。

▼
教
育
総
務
課　
☎
23‐３
５
３
０

４
月
9
日（
金
）に
田
原
市
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー（
あ
お
ぞ
ら
園
）の

開
所
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
児
童
発

達
支
援
セ

ン
タ
ー
で

は
、一
人

一
人
の
発

達
に
合
わ

せ
て
、そ

れ
ぞ
れ
の

良
さ
を
活

か
し
な
が

ら
支
援
を

行
う「
児

童
発
達
支
援
事
業
」、家
族
か
ら
の
様
々
な

相
談
に
応
じ
て
18
歳
に
な
る
ま
で
継
続
的

に
支
援
を
行
う「
相
談
支
援
事
業
」、訪
問

支
援
員
が
保
育
園・認
定
こ
ど
も
園・学
校

な
ど
を
訪
問
し
、子
ど
も
た
ち
が
集
団
生

活
の
場
で
過
ご
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
支

援
を
行
う「
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
」の

３
つ
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、旧
北
部
保
育
園
で
行
っ
て
い
た

「
な
か
よ
し
教
室
」「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
教
室
」

は
田
原
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分
館

と
し
て
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、分
館
と

連
携
し
て
本
市
の
療
育
の
拠
点
と
し
て
幅

広
い
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
開
園
日
時　
　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
お
よ
び
12
／

29
～
１
／
３
を
除
く
）　　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▪
場
所　
　

　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

大
久
保
町
大
新
田
１
４
０
番
地
１（
旧　

南
部
保
育
園
）

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分
館

浦
町
原
屋
敷
78
番
地
８（
旧
北
部
保
育

園
）

▪
内
覧
会　
　

６
月
19
日（
土
）　

午
前
９
時
～
正
午

（
予
約
不
要
）

▼
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22‐０
２
５
６

▼
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分
館

　
☎
22‐１
６
０
０

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
お
ぞ
ら
園
が
開
所
し
ま
し
た

◦校長先生から発表されたスローガン

◦在校生から新入生へのお祝いの言葉

◦スクールバス乗り入れのため新設したロータリー

◦テープカットの様子
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【
人
口・世
帯
】…
令
和
3
年
３
月
末
現
在

４
２
２
２
名・１
４
０
４
世
帯

▪
概
要

　

本
市
の
西
部
に
位
置
し
、豊
か
な
自
然

と
広
大
な
農
地
を
も
っ
た
地
域
で
す
。中
山

と
小
中
山
、2
つ
の
自
主
防
災
会
が
あ
り
ま

す
。

▪
取
り
組
み
テ
ー
マ

防
災
活
動
を
再
確
認
し
、災
害
に
備
え
よ
う

▪
主
な
取
り
組
み
内
容

①
防
災
台
帳
の
整
備・更
新

②
自
宅
の
防
災
力
向
上（
耐
震
診
断
の
チ

ラ
シ
配
布
）

③
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
の
体
験

④
避
難
所
開
設・運
営
訓
練

▪
取
り
組
み
成
果

　
避
難
所
開
設・運
営
訓
練
で
は
、役
員
28

名
が
参
加
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、消
毒・検
温
な
ど
感
染
症
対
策

に
気
を
配
り
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。避
難

者
の
受
け
付
け
を
行
い
、避
難
場
所
の
区
割

り
、簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
体
験
、投
光
機
の

点
灯
、物
資
の
受
け
入
れ・配
給
訓
練
な
ど

を
体
験
し
、避
難
所
運
営
の
大
変
さ
と
役
割

分
担
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

▪
今
後
の
目
標

　

今
後
も
、実
際
の
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
を
毎
年
継
続
的
に
実
施
し
、災
害
の
際
に

即
時
対
応
で
き
る
人
材
を
増
や
す
な
ど
、地

域
自
ら
で
災
害
に
強
い
地
域
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

【
人
口・世
帯
】…
令
和
３
年
３
月
末
現
在

１
２
３
２
名・３
９
４
世
帯

▪
概
要

　

本
市
の
南
東
部
に
位
置
し
、南
側
は
雄

大
な
太
平
洋
に
面
し
、北
側
に
は
汐
川
が
流

れ
、ほ
う
べ
や
保
安
林
と
いっ
た
自
然
に
も
囲

ま
れ
た
地
域
で
す
。地
区
全
体
が
１
つ
の
自

主
防
災
会
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、地
域
が一

体
と
な
っ
た
防
災
活
動
が
可
能
で
す
。

▪
取
り
組
み
テ
ー
マ

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
・
区
民
で
地
区

を
守
る

▪
主
な
取
り
組
み
内
容　

①
自
主
防
災
会
議

②
防
災
倉
庫
点
検・備
蓄
品・危
険
個
所
点

検・消
火
栓
器
具
箱
の
点
検

③
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

④
避
難
ル
ー
ト・避
難
所
施
設（
大
草
小
学

校
）事
前
確
認

⑤
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
開
設・運
営

訓
練

▪
取
り
組
み
成
果

　
①
～
⑤
の
活
動
を
通
し
て
多
く
の
課
題

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

◦
防
災
台
帳
の
内
容
の
検
討

◦
自
主
防
災
組
織
の
見
直
し（
女
性
役
員　
　

　
の
増
員
）

◦
自
助・共
助
の
意
識
の
向
上

◦
避
難
所
開
設・運
営
訓
練
の
定
期
的
な

　
開
催

◦
夜
間・荒
天
時
に
お
け
る
訓
練
の
必
要
性

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
構

　
築（
受
付
で
の
検
温
な
ど
）

▪
今
後
の
目
標

　
訓
練
を
通
し
て
見
つ
か
っ
た
課
題
解
決

に
向
け
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、今
後
も

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、大
草

自
主
防
災
会

を
中
心
に
、

大
草
区
民
全

員
で
防
災
活

動
を
継
続
し

て
実
施
し
て

い
き
た
い
で

す
。

地
域
は
自
ら
の
手
で
守
る
！

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自
分
た
ち
の
ま
ち

大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

市
内
に
は
、全
地
区
に
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
、地
域
特
性
に
合
っ
た
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、令
和
２
年
度
に「
自
主
防
災
活
動
推
進
地
区
」と
し
て
、大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
中
山
校
区
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
が
取
り
組
ん
だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 ▼
防
災
対
策
課
☎
23-

３
５
４
８

◦避難所開設訓練（受付）の様子

◦避難スペース区割り体験（一世帯分）

◦簡易トイレ設置訓練の様子
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令
和
２
年
度
田
原
市
教
育
委
員
会

表
彰
と
し
て
、本
市
の
教
育
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
8
名
の
方
に
功
労
賞
が
、

大
会
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
16
名・２
団
体

の
方
に
殊
勲
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
氏

名
順
不
同
、敬
称
略
）

▪
功
労
賞

◦
文
化
の
振
興
に
貢
献

橋
詰
清き
よ
こ子
／
神
谷
光み
つ
こ子

◦
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

前
川
正ま
さ
ゆ
き行
／
大
場
寛ひ
ろ
か
ず和
／
髙
﨑
吉よ
し
ろ
う郎
／

樋
口
恵め
ぐ
み

／
角
谷
政ま

さ
み美

／
内
藤
浩

ひ
ろ
し

▪
殊
勲
賞

令
和
２
年
度
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
文
芸
専
門
部
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
詩

部
門　
第
１
席
／
栁
川
尚な
お
き輝　
第
66
回

全
日
本
中
学
生
通
信
陸
上
競
技
愛
知
県

大
会　
３
年
女
子
１
０
０ｍ　
１
位
／

石
倉
実み

ゆ侑　
全
国
中
学
生
陸
上
競
技
大

会
女
子
１
０
０ｍ　
５
位　

第
２
回
愛

知
県
中
学
生
新
人
陸
上
競
技
大
会　
２

年
女
子
１
０
０ｍ　
１
位
／
佐
藤
俐り

あ有　

第
66
回
全
日
本
中
学
生
通
信
陸
上
競
技

１
０
０
４
９
０
５

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
・
貢
献

教
育
委
員
会
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

大
会
愛
知
大
会
ア
シ
ッ
ク
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ　
１
年
男
子
１
０
０ｍ　
第
１
位

／
巻
口
周し
ゅ
う
へ
い
平　
第
48
回
全
国
高
等
学
校

選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
東
海
地
区
予

選
会　

男
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝
／

河
邉
颯そ
う
ま真　
第
14
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本

ジ
ュニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
中
部
地

区
代
表
選
抜
大
会　
小
学
１
年
女
子
の

部　
３
位
／
竹
中
希の

わ羽　
第
14
回
Ｊ
Ｋ

Ｊ
Ｏ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権

大
会　
小
学
４
年
男
子
30
㎏
未
満
の
部　

準
優
勝
／
柳
田
凌り
ょ
お央　

中
日
ス
ポ
ー
ツ

杯
第
15
回
日
本
少
年
野
球
中
日
本
秋
季

大
会　
優
勝
／
河
合
智と
も
や哉　
第
42
回
東

海
高
等
学
校
空
手
道
選
手
権
大
会　
男

子
団
体
組
手　

準
優
勝
／
佐
藤
秀ひ
で
ま
さ政　

第
32
回
東
海
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会　

５
年
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

準
優
勝
／

片
山
結ゆ
う
た太　

日
清
食
品

カ
ッ
プ
愛
知

県
小
学
生

陸
上
競
技

交
流
大
会　

女
子
６
年
１
０
０
ｍ　

1
位
／
佐
藤

那な

ゆ有　
第
34
回
愛
知
県
小
学
生
陸
上
競

技
選
手
権
大
会　

男
子
６
年
１
０
０ｍ　

１
位
／
片
桐
兜と
う
ま真　

同
大
会　

男
子

５
年
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投　
１
位
／

河
合
健た
け
る琉　
同
大
会　
女
子
４
年
５
０

ｍ　
１
位
／
菰
田
夕ゆ

の乃　

同
大
会　

混

合
５
年
４
×
１
０
０ｍ
Ｒ　
１
位
／
田
原

陸
上
ク
ラ
ブ【
杦
岡
侑ゆ
う
き樹
、星
野
月か
の
ん音
、

塚
原
美み
そ
ら空
、前
川
紡つ
む
ぎ、壁
谷
茜あ
か
り季
】　

第

68
回
全
日
本

実
業
団
対
抗

陸
上
競
技
選

手
権
大
会　

１
万
ｍ　

３

位
／
ビ
ダ
ン

カ
ロ
キ　

同
大
会
１
万
ｍ　
７
位
／
服

部
勇ゆ
う
ま馬　

第
64
回
全
日
本
実
業
団
対

抗
駅
伝
競
走
大
会　
準
優
勝
／
ト
ヨ
タ

自
動
車（
株
）陸
上
長
距
離
部【
藤
本
拓た
く
、

ニ
コ
ラ
ス・コ
シ
ン
ベ
イ
、西
山
雄ゆ

う
す
け介
、大

石
港み
な
と与
、服
部
勇ゆ
う
ま馬
、田
中
秀ひ
で
ゆ
き幸
、早
川

翼つ
ば
さ】

▼
教
育
総
務
課　
☎
23‐３
５
３
０

期間＝令和４年3月４日（金）まで
内容＝応募用紙に「海のまち」と「山のまち」から各

１つ以上、スタンプを集めてください。
応募＝応募用紙に必要事項を記入の上、田原市

企画課へ直接または郵送にて
賞品＝国内旅行券、図書カード、海と山のまちの

特産品、ラリースポット協賛プレゼントなど

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、移動の自粛が要請される場合
には、お出掛けをお控えください

※ラリースポットの営業状況などは応募用紙に記載の連絡先へお問い合わせください
※詳しくは、市役所、渥美支所、赤羽根市民センター、各ラリースポットにある応

募用紙をご覧ください
▶企画課☎23‐３５07

山のまちへお出掛けしよう！  1004911

海のまち・山のまち交流スタンプラリー
　「海のまち」である田原市は、異なる環境を持つ３つの「山のまち」（設楽町・長野県阿南町・長野県
宮田村）と交流を行っています。家族や仲間でスタンプラリーに参加し、それぞれの「山のまち」に
出掛けてみませんか？新しい発見と感動がありますよ。

【田原市内のラリースポット】道の駅（田原めっくんはうす、あ
かばねロコステーション）、蔵王山展望台、サンテパルクたはら
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　田原市立田原福祉専門学校で、学校運営を田原市
から社会福祉法人福寿園に移管する「閉校移管記念式
典」が開かれました。記念式典では、これまで学校の発展
に貢献いただいた団体や個人への感謝状の贈呈を行い
ました。また、学校旗が校長から市長へ返納され、公立と
しての25年の歴史に幕を下ろし、４月からは「田原福祉
グローバル専門学校」として新たなスタートを切りまし
た。

　堀切町で南半球原産植物の生産に取
り組む渡会卓也さんが、第80回中日農業
賞で優秀賞を受賞し、表敬訪問されまし
た。渡会さんは、販売した花きのアフター
サービスをSNSで行っていることなど
が評価され、この受賞に至ったとのこと
です。

農家のイメージを一新
SNSで販路拡大！

3/12
［金］

新たに５品
仲間入り！

25年の歴史に幕を下ろす
田原福祉専門学校

3/30
［火］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

※
学
年
は
い
ず
れ
も
出
場
時

▪第104回日本陸上選手権
大会・室内競技２０２１日本室
内陸上競技大阪大会（大阪府
大阪市［3／１７・１８］）
◎東部中学校陸上競技部
佐藤俐

り あ

有さん（2年、U16
の部女子60ｍ）

▪第５1回日本少年野球春季
全国大会（東京都大田区、埼
玉県さいたま市ほか［3／26～
３１］）
◎野田小学校
河合智

と も や

哉さん（６年）

▪第104回日本陸上選手権
大会・室内競技２０２１日本室
内陸上競技大阪大会（大阪府
大阪市［3／１７・１８］）
◎田原中学校陸上競技部
岡田	翠

みどり

さん（2年、U16の
部女子60ｍ）

▲第80回中日農業賞で優秀賞を受賞した渡会さん（写真左）と山下市長（写真右）

▲今後に期待を寄せると話した山下市長
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　新暦の5月、大陸からの高気圧によっ
て気持ちのいい晴れた日が続くことを

「五月晴れ」と書いて「ごがつばれ」と言
うそうです。私は「さつきばれ」と言って
きましたが、この言い方は正しくは6月の
梅雨時に見られる晴れ間のことだそうで
す。
　確か、明治の初めに外国との交流のた
め、旧来の陰暦を太陽暦に変更し世界標
準に合わせたらしいのです。5月は旧暦で
は4月となり、このずれのためにややこし

い言い回しが残ったようです。
　ともあれ、この5月こそ正真正銘の身も
心もすがすがしい晴天になって欲しいも
のです。この春に新しくスタートをきった
皆さんのためにも、もうこれ以上余計な
曇り空はいりません。

五月晴れ

　田原斎場の新しい火葬棟が完成し、現地で竣工式
を行いました。新火葬棟は、最新の排煙、集じん設備
を導入した火葬炉（人体炉5基、動物炉1基）やキッズ
スペースなど旧火葬棟にはなかった設備も整備しま
した。供用開始は4月1日からで、今後は旧火葬棟の
解体や駐車場の整備を進めます。

　「渥美半島たはらブランド」の
第10回認定書交付式を行いま
した。これは、市内の優れた農
産品や加工品が対象で、今回
は新たに5品を認定。認定品は
計129品となりました。ブランド
認定品は今後、ふるさと納税の
返礼品として活用する予定で
す。

新田原斎場完成！
竣工式を行いました

3/25
［木］

新たに５品
仲間入り！

3/17
［水］

▲認定された品を持つ事業者たちと山下市長（左から３人目）

▲テープカットの様子

広報たはら  令和3年5月│    │9



市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・性別・誕生日

●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・性別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

❶募集人員
●役者
お芝居の経験は問いません。好奇心いっぱい、
やる気満々の方を募集！
・男性（侍、商人、漁師、画家他）　２0名程度
・女性（崋山の弟子他）　7名程度
・崋山の長女（中学生ｏｒ高校生）　
・崋山の長男、次男（小学生）　
※学生の方は、保護者並びに学校の同意が必要です。
　稽古場所への送迎は保護者の方にお願いします

●スタッフ
・公演時の裏方　・公演会場の運営　・事前準備など
❷稽古場所
田原文化会館を中心に公共施設を使用予定
※稽古は、コロナの状況に応じて、十分な対策をとって行います

❸締め切り ５月２３日日
❹審査方法 面談と簡単な実技
❺日程 面談/６月中（随時）、発表/６月末（本人に電話で連絡） 
❻稽古の開始 ７月末

　田原中部小学校には、80年以上続く、渡辺崋山の
少年時代を描いた素晴らしい「崋山劇」の伝統があり
ます。崋山没後１８０年の今年、少年崋山劇の伝統を
踏まえて、４０歳から４９歳までの波乱に満ちた崋山の
後半生を演劇に仕立てます。
　開国前の徳川幕藩体制の下で悪戦苦闘し、近代日
本の夜明けを準備した渡辺崋山とその周辺の人々
の生きざま、喜び悲しみの心模様を劇にします。
　新たな崋山劇は、広く市民の方に役者、スタッフと
して参加していただき、市民劇として上演します。時
代の先覚者として生きた先人崋山のように、私たちの手で新しい崋山劇を創りましょう！
その創造の現場に、あなたも参加してみませんか？

崋山劇
上演実行委員会
（委員長　石黒功）
　ｓｈｉｎｋａｚａｎｇｅｋｉ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ

［投稿者］

▲重要文化財 椿椿山筆 渡辺崋山像
　（崋山45歳）　田原市博物館蔵

徳永 愛梨ちゃん

3歳
田原町

あい り

徳永 陽翔くん

2歳
田原町

はる  と

河邉 円架ちゃん

1歳
田原町

まど  か

《申込・問合せ先》　「崋山劇上演実行委員会」　事務局：岡本善裕
電話またはメールにて　

090-2132-1131　（出ない場合は、メッセージを残してください。後程、かけ直します）
ｓｈｉｎｋａｚａｎｇｅｋｉ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ　

左記QRコードを読み取りもしくは記載のアドレスへメールを送ってください
・「名前、年齢、電話番号、電話をしてもよい時間」を記載してください

▲申込メール用
　QRコード

▲重要文化財　一掃百態　江戸の庶民の
姿を描いた崋山26歳の作品

　田原市博物館蔵

　テニスは年齢や性別を超え、また体力に応じ手軽に楽し
める生涯スポーツの代表格です。
　田原市テニス協会は、発足以来３８年に渡りテニス教室
を開催してきました。教室の受講者は延べ6,000人に及び
ます。その中にアメリカの名門コーネルカレッジで学び、同
校のテニス部キャプテンを務めた岸本翔眞氏（吉胡台出
身）がいます。この春カレッジを卒業し、田原に戻って来ま
した。そして嬉しいことに４月から始まったテニス教室で
コーチをしています。海外で技術を学んだ岸本コーチと一
緒にテニスをしませんか？
　新型コロナが終息し、気兼ねなく多くの方々が参加して
いただけることを願っています。

【事務局】田原市テニス協会　 ☎090-3566-6873(高先）

▲岸本コーチ

▲田原市スポーツ協会ＨＰ

年齢や性別を超え、手軽に楽しもう

しょうま

※３～４回公演予定◆公演日／12月4日土、5日日　◆場所／田原文化会館・文化ホール

新しい崋山劇を市民の手で！
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・性別・誕生日

●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・性別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

❶募集人員
●役者
お芝居の経験は問いません。好奇心いっぱい、
やる気満々の方を募集！
・男性（侍、商人、漁師、画家他）　２0名程度
・女性（崋山の弟子他）　7名程度
・崋山の長女（中学生ｏｒ高校生）　
・崋山の長男、次男（小学生）　
※学生の方は、保護者並びに学校の同意が必要です。
　稽古場所への送迎は保護者の方にお願いします

●スタッフ
・公演時の裏方　・公演会場の運営　・事前準備など
❷稽古場所
田原文化会館を中心に公共施設を使用予定
※稽古は、コロナの状況に応じて、十分な対策をとって行います

❸締め切り ５月２３日日
❹審査方法 面談と簡単な実技
❺日程 面談/６月中（随時）、発表/６月末（本人に電話で連絡） 
❻稽古の開始 ７月末

　田原中部小学校には、80年以上続く、渡辺崋山の
少年時代を描いた素晴らしい「崋山劇」の伝統があり
ます。崋山没後１８０年の今年、少年崋山劇の伝統を
踏まえて、４０歳から４９歳までの波乱に満ちた崋山の
後半生を演劇に仕立てます。
　開国前の徳川幕藩体制の下で悪戦苦闘し、近代日
本の夜明けを準備した渡辺崋山とその周辺の人々
の生きざま、喜び悲しみの心模様を劇にします。
　新たな崋山劇は、広く市民の方に役者、スタッフと
して参加していただき、市民劇として上演します。時
代の先覚者として生きた先人崋山のように、私たちの手で新しい崋山劇を創りましょう！
その創造の現場に、あなたも参加してみませんか？

崋山劇
上演実行委員会
（委員長　石黒功）
　ｓｈｉｎｋａｚａｎｇｅｋｉ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ

［投稿者］

▲重要文化財 椿椿山筆 渡辺崋山像
　（崋山45歳）　田原市博物館蔵

徳永 愛梨ちゃん

3歳
田原町

あい り

徳永 陽翔くん

2歳
田原町

はる  と

河邉 円架ちゃん

1歳
田原町

まど  か

《申込・問合せ先》　「崋山劇上演実行委員会」　事務局：岡本善裕
電話またはメールにて　

090-2132-1131　（出ない場合は、メッセージを残してください。後程、かけ直します）
ｓｈｉｎｋａｚａｎｇｅｋｉ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ　

左記QRコードを読み取りもしくは記載のアドレスへメールを送ってください
・「名前、年齢、電話番号、電話をしてもよい時間」を記載してください

▲申込メール用
　QRコード

▲重要文化財　一掃百態　江戸の庶民の
姿を描いた崋山26歳の作品

　田原市博物館蔵

　テニスは年齢や性別を超え、また体力に応じ手軽に楽し
める生涯スポーツの代表格です。
　田原市テニス協会は、発足以来３８年に渡りテニス教室
を開催してきました。教室の受講者は延べ6,000人に及び
ます。その中にアメリカの名門コーネルカレッジで学び、同
校のテニス部キャプテンを務めた岸本翔眞氏（吉胡台出
身）がいます。この春カレッジを卒業し、田原に戻って来ま
した。そして嬉しいことに４月から始まったテニス教室で
コーチをしています。海外で技術を学んだ岸本コーチと一
緒にテニスをしませんか？
　新型コロナが終息し、気兼ねなく多くの方々が参加して
いただけることを願っています。

【事務局】田原市テニス協会　 ☎090-3566-6873(高先）

▲岸本コーチ

▲田原市スポーツ協会ＨＰ

年齢や性別を超え、手軽に楽しもう

しょうま

※３～４回公演予定◆公演日／12月4日土、5日日　◆場所／田原文化会館・文化ホール

新しい崋山劇を市民の手で！
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望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、補

修
を
行
い
、カ
ラ
フ
ル
な
塗
装
を
施
し
ま

し
た
。

▼
総
務
課　
☎
23‐３
５
０
４

講
演
会「
互
い
を
尊
重
す
る
性
教
育
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
豊
か
な
人
生
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
！

　
３
月
14
日（
日
）、女
性
会
議
ウ
イ
ッ
ト

W
I
T
が
主
催
す
る
講
演
会「
互
い
を
尊
重

す
る
性
教
育
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
豊
か
な
人

生
～
性
教
育
の
過
去
、現
在
、そ
し
て
未
来
へ

～
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、本
市
の
提
案
型
委
託

事
業
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

講
師
に
医
師

の
小
栗
明
子
氏

を
お
招
き
し
、日

本
の
性
教
育
を

は
じ
め
、人
権
と
科
学
に
基
づ
い
た
性
教
育

の
現
状
や
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
年
代
は
様
々
で
、10
代
の
参
加

者
も
お
り
、各
々
が
性
教
育
に
つ
い
て
考
え

る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
講
演
会
で
は
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

意
識
し
て
い
て
も
、つ
い「
無
意
識
の
偏
見
」

を
持
って
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
、そ

れ
に
気
付
き
、学

ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
と
い
う
お

話
も
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
講
演

会
を
通
じ
て
、参
加
者
は
性
を
恥
ず
か
し
い

も
の
と
し
て
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、正
し

く
学
ぶ
こ
と
で
自
分
自
身
を
守
る
大
切
さ

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
女
性
会
議
ウ
イ
ッ
ト
W
I
T
で
は
、誰
も

が
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、今
後
も
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▪
問
い
合
わ
せ

女
性
会
議
ウ
イ
ッ
ト
W
I
T（
森
下
）

☎
０
９
０‐４
２
１
３‐０
５
９
６

市
民
活
動
だ
よ
り

市民の
チカラ

地
域
の
話
題

地域の
チカラ

六
連

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

▲餅を配る様子

▲リニューアルした象のすべり台

女
性
会
議
ウ
イ
ッ
ト
Ｗ
Ｉ
Ｔ

◦講演会の様子

◦あいさつの様子
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▶学校教育課
☎22‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　本校では、６年生が総合的な学習の時間に、「平和学習」に取
り組んでいます。校区内の渥美線神戸駅の近くに第二次世界
大戦中に起きた渥美線機銃掃射による犠牲者の慰霊碑があ
り、そこで戦争体験者の話を聞くことによって、戦争の悲惨さ
を理解し、平和への願いをもつことができるよう、毎年学習し
ています。
　今年度は、渥美線機銃掃射を目撃した方の証言を現地で聞
くことができました。児童は、想像を超える大変な経験をされ
た方が身近にいたことに衝撃を受けました。
　また、戦闘機の飛来を目撃した方による紙芝居「前日物語」
の上演を学校で行いました。読み手である作者の朗々とした
声で始まったお話は、より一層戦争の悲惨さを感じさせまし
た。
　その後、児童は平等で平和な世界にしたいという願いをも
ち、それぞれ自分のテーマを設定して自主的に戦争について
調べ、考えを発表しました。今後も平和について学習する場を
持ち続けていきたいです。

　新型コロナウイルス感染症の拡大で日程が二転三転し、調整が難しかった昨年度の修学旅行です
が、3月9日（火）・10日（水）の1泊2日で、京都・奈良へ行くことができました。
　6年生の児童だけでなく、保護者の方や教員も、「今度こそ行けるのか」「また行けなくなるのでは
ないか」とひやひやしましたが、無事に行くことができてほっとしています。
　今回の修学旅行は、感染防止対策として、全行程をバスで移動しました。観光地では感染防止対策
などが徹底されており、児童が楽しみにしていた清水寺の音羽の滝の水は、飲むことができなくな
っていました。また、奈良公園では、観光客の減少
で鹿せんべいをもらえず腹ペコの鹿が鹿せんべい
を持った児童に勢いよく群がってくるというハプ
ニングもありました。
　見学地はどこもすいていて、一つ一つじっくり
と見学することができました。そのため、三十三間
堂にウグイス張りの廊下があることや、京都の街
の景観を守るため、店の看板などが落ち着いた色
で統一されていることに気付くことができまし
た。
　卒業前に、児童の心に残る思い出になりました。

「地域の特色を活かして」
平和を考える学習 神戸小学校

「心に残る思い出に」　　
やっと行けたよ！修学旅行 清田小学校

◦慰霊碑を観察する児童

◦前日物語の上演会の様子

◦平等院鳳凰堂前で記念撮影
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

委
員

行
政
相
談
委
員

　
行
政
相
談
委
員
に
前
田
和
宏
さ

ん（
神
戸
町
）が
総
務
大
臣
か
ら
新

た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

本
田
則
子
さ
ん（
高
松
町
）、
森
下

和
美
さ
ん（
小
中
山
町
）が
再
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

　
人
権
擁
護
委
員
に
山
本
克
仁
さ

ん（
田
原
町
）と
小
笠
原
扶
久
美
さ

ん（
江
比
間
町
）が
法
務
大
臣
か
ら

新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

募
集

登
録
調
査
員 

１
０
０
１
５
６
２

対
象：
統
計
調
査
に
興
味
の
あ
る

方　

調
査
期
間：
お
お
む
ね
２
カ

月
間（
う
ち
実
働
は
１
カ
月
程
度
）

調
査
エ
リ
ア：
市
内
の
指
定
す
る

範
囲　

業
務
内
容：
①
調
査
対
象

を
訪
問
、
調
査
票
回
答
の
依
頼
②

調
査
票
の
回
収　
※
事
前
説
明
会

あ
り　

報
酬：
３
～
５
万
円
程
度

（
統
計
調
査
に
よ
っ
て
異
な
る
）

申
込
期
間：随
時　
そ
の
他：登
録

者
へ
優
先
的
に
統
計
調
査
の
仕
事

を
紹
介

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

田
原
市
ご
み
処
理
対
策
推

進
協
議
会
委
員

１
０
０
４
８
５
６

募
集
人
員：２
名　
採
用
期
間：令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で　

内
容：

年
３
回
程
度
の
会
議（
原
則
、
平

日
の
昼
間
）へ
の
出
席　
報
酬：１

回
に
つ
き
５
０
０
０
円　
申
込
締

切：５
月
26
日（
水
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
廃
棄
物
対
策
課

☎
23‐３
５
３
８

23‐１
８
３
２

企
画
展
補
助
員（
田
原
市
博

物
館
）　　　

１
０
０
３
６
８
６

勤
務
内
容：
展
示
室
監
視
、
来
館

者
対
応
な
ど　

募
集
人
員：
７
名

程
度　

採
用
期
間：
６
月
26
日
～

８
月
15
日　

勤
務
場
所：
田
原
市

博
物
館　

勤
務
形
態：
午
前
９
時

～
午
後
１
時
と
午
後
１
時
～
５

時（
交
代
勤
務
）　

報
酬：
時
給

９
８
０
円　

申
込
締
切：
５
月
21

日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査　
参
加
者

１
０
０
３
６
４
４

対
象：
ど
な
た
で
も（
小
学
生
以

下
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）　

調

査
期
間：
９
月
末
ま
で　

調
査
場

所：
市
内　

内
容：
身
近
な
水
辺

（
川
、
た
め
池
な
ど
）
で
水
の
き

れ
い
さ
、
水
の
量
、
生
態
系
、
水

辺
の
様
子
の
調
査
・
報
告
／
五
感

で
水
の
色
や
に
お
い
な
ど
を
評

価
す
る
簡
単
な
も
の　

申
込：
環

境
政
策
課
お
よ
び
市
Ｈ
Ｐ
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
提
出　
主
催：尾
張・

西
三
河
・
東
三
河
地
域
水
循
環
再

生
地
域
協
議
会

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

短
期
就
労
者
受
け
入
れ
を
希

望
す
る
農
業
経
営
者
な
ど

　
　
　
　
　

１
０
０
１
８
９
９

対
象：
市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
農
業
経
営
者
な
ど　

内
容：
繁

忙
期
に
労
働
力
を
確
保
し
た
い
農

業
経
営
者
な
ど
の
た
め
、
求
職
者

に
対
し
て
短
期
労
働（
就
労
期
間

１
カ
月
以
内
）の
情
報
を
提
供　

申
込：地
域
職
業
相
談
室（
田
原
福

祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）に
あ
る
申
込

書（
市
Ｈ
Ｐ

か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
必

要
事
項
を

記
入
の
上
、
直
接
提
出

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24‐０
０
５
０

23‐２
７
６
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

お
し
ら
せ
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も
向
け
の
体
験
な
ど
50
以
上
の
出

店
ブ
ー
ス
、
音
楽
ラ
イ
ブ　
入
場

料：無
料

▼
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

☎
24‐２
３
４
５講

座

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
５
月
11
日（
火
）午
前
９
時

～
９
時
45
分　

場
所：
崋
山
会
館

内
容：
渡
辺
崋
山
の
言
葉
６　

講

師：崋
山
・
史
学
研
究
会
員	

鈴
木

利
昌　
受
講
料：無
料　
申
込：当

日
、
受
付
に
て

▼
崋
山
会
館　
☎
22‐１
７
０
０

春
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

１
０
０
４
８
９
３

対
象：ど
な
た
で
も（
中
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）　
日
時：６
月
６

日（
日
）午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分　
場
所：汐
川
干
潟（
豊
橋
市
杉

山
町
）　

内
容：豊
橋
市
と
共
同
で

野
鳥
や
干
潟
の
生
き
物
の
観
察
会

イ
ベ
ン
ト

田
原
市
文
化
協
会

春
の
文
協
ま
つ
り１

０
０
１
１
３
１

期
日：５
月
21
日（
金
）～
23
日（
日
）

【
展
覧
会
・
さ
つ
き
展
・
生
け
花

展
】
日
時：
21
日
（
金
）
～
23
日

（
日
）／
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

場
所：
田
原
文
化
会
館
、
田
原
市

総
合
体
育
館

【
芸
能
大
会
】
日
時：
23
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～　

場
所：
田
原

文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

【
協
会
創
立
50
周
年
記
念
特
別
展

示
】日
時：21
日（
金
）～
23
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

場
所：

田
原
文
化
会
館
ア
ト
リ
ウ
ム
他

▼
田
原
市
文
化
協
会

☎
22‐６
０
６
３

田
原
駅
前
ラ
ラ
ン
マ
ー
ケ

ッ
ト

日
時：６
月
５
日（
土
）午
前
11
時
～

午
後
４
時・６
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
４
時
※
雨
天
決
行

場
所：
田
原
駅
前
広
場
、
ラ
ラ
グ

ラ
ン　

内
容：
作
家
さ
ん
の
一
点

も
の
、
焼
き
菓
子
、
食
品
、
子
ど

講
師：藤
岡
純
治
氏
・
エ
リ
子
氏　

定
員：
50
名（
抽
選
）　

参
加
料：
無

料　
持
ち
物：
長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具　
申
込：５
月
19
日（
水
）ま
で

に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
に

て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
の
場
合
は
、

代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
と
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

年
齢
を
明
記
）

▼
豊
橋
市
環
境
保
全
課

（
〒
４
４
０‐８
５
０
１	

住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
３
８
５

（
０
５
３
２
）56‐５
５
７
７

田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
５
５
８
１

対
象：市
内
在
住
で
、
全
３
回
受
講

可
能
な
方　
日
時
・
場
所
・
内
容：

表
の
通
り　

定
員：
２
０
０
名（
先

着
順
）　
受
講
料：無
料　
申
込：５

月
21
日（
金
）ま
で
に
直
接
・
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

そ
の
他：所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

修
了
し
た
方
に
修
了
証
書
を
授
与

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

日時・場所 内容
【第１回】

6／５土
13：30～16：00
渥美文化会館
文化ホール

「田原市の防災対策」
講師＝田原市防災局長兼防災対策課長
「自分もこどもも楽しめる毎日の暮らしにいかすアウトドア防災講座」
講師＝アウトドア防災ガイド・リスク対策.com名誉顧問・
　　　FM西東京パーソナリティ　あんどうりす氏

【第2回】
11／27土

14：00～16：00
渥美文化会館
文化ホール

「アフターコロナにおける安全・安心社会
ー南海トラフ巨大地震を見据えてー」
講師＝関西大学　社会安全学部　准教授

奥村　与志弘氏

【第3回】
R4／2／26土

13：30～16：00
渥美文化会館
文化ホール

「自主防災活動推進地区活動事例発表」
発表者＝市内自主防災活動推進地区（神戸・伊良湖）
「地域の防災力を高めよう～災害救援の現場から～」
講師＝認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード

代表理事　栗田　暢之氏

【特別回】
7／3土

10：00～12：00
親子交流館すくっと
2階カルチャールーム

「災害時のパッククッキング」
講師＝田原市赤十字奉仕団
●対象＝カレッジ申込者の中から参加を希望する2０名
●参加費＝無料

※開催日時、内容は変更する場合があります
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7 月１７日土
全席指定

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練

１
０
０
５
５
７
７

　

地
震
や
津
波
・
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
に
備
え
、
次
の
通
り
訓
練

を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
※
）に
よ
り
、
消
防
庁
か
ら
全
国

に
発
信
さ
れ
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津

波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報

を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通

じ
て
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム

▪
日
時

　
５
月
19
日（
水
）午
前
11
時
ご
ろ	

▪
放
送
内
容

　
上
り
チ
ャ
イ
ム　

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
繰
り
返
し
３
回

　
「
こ
ち
ら
は
、広
報
た
は
ら
で
す
」

　
下
り
チ
ャ
イ
ム
（
終
了
）

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

も
の
で
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
各
事
業
所
を
担

当
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調

査
への
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の

薬
剤
空
中
散
布

実
施
予
定
日
時：
５
月
25
日（
火
）

午
前
５
時
～
10
時
※
雨
天
、
強
風

な
ど
の
場
合
は
延
期　

場
所：
中

山
町
他
（
伊
勢
湾
側
の
保
安
林
）

面
積：１
６
０
ha　
実
施
主
体：愛

知
県

▼
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
林
務
課

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
７
６

生
活

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

早
朝
開
放
し
て
い
ま
す

１
０
０
３
６
６
２

内
容：
施
設
の
有
効
活
用
の
一
環

と
し
て
、
一
部
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
早
朝
開
放
を
実
施　
開
放

施
設：【
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
】
中
央
公

園
・
滝
頭
公
園
・
渥
美
運
動
公
園

【
野
球
場
】
滝
頭
公
園
・
緑
が
浜

運
動
公
園
・
渥
美
運
動
公
園
【
多

目
的
広
場
】
中
央
公
園
・
滝
頭
公

園
・
緑
が
浜
運
動
公
園
・
赤
羽
根

文
化
広
場
・
渥
美
運
動
公
園　
開

放
期
間：
～
10
月
31
日（
日
）／
原

則
、
火
～
日
曜
日（
赤
羽
根
文
化

広
場
は
水
～
日
曜
日
）　
使
用
料：

各
施
設
の
規
定
の
使
用
料　

申

込：
各
施
設
の
窓
口
で
直
接
（
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
不
可
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
22‐６
０
６
１

22‐６
４
５
５

経
済
セ
ン
サ
ス‐活
動
調
査
に

ご
協
力
を　

 

１
０
０
８
２
０
３

　

令
和
３
年
6
月
1
日
現
在
で
、

全
国
全
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し

た
大
規
模
な
統
計
調
査
を
実
施
し

❖時間＝午後2時開演（開場／午後1時）※4歳未満の入場不可
❖場所＝渥美文化会館文化ホール
❖出演＝指揮：藤野浩一、演奏：おしゃべり音楽館ポップス
オーケストラ
❖入場料＝一般2,500円、4歳～高校生1,500円（当日券は500
円増し）
❖定員＝321名（先着順）
❖チケット＝5月29日（土）午前9時～販売開始
❖発売場所＝渥美文化会館、田原文化会館

1001131

宝くじおしゃべり音楽館
　～想い出のスクリーンミュージック～

▼生涯学習課　☎23‐3635　 22-3811

★チケット販売の注意事項
指定席のチケットは、前売り開始日は、渥美文化会館のみの販売
で、完売しなければ翌日から渥美文化会館・田原文化会館で販売
します。前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

トーク＆
ナビゲーター
春風亭小朝

歌
島田歌穂

ピアノ
小原孝

※入場料は、宝くじの
助成により特別料金に
なっています

❖出演

令和3年5月  広報たはら │    │16

INFORMATION おしらせ



教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の

方
は
教
員
免
許
の
更
新
が

必
要
で
す 

　
平
成
19
年
６
月
か
ら
、
教
員
免

許
更
新
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
壇
に
立
つ
見
込
み
の
あ
る

方
は
、
生
年
月
日
や
免
許
状
に
応

じ
て
修
了
確
認
が
必
要
で
す
。

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
７
７
２

http://w
w
w
.pref.aichi.

jp/kyoiku/kyosyokuin/
kyoinm

enkyo/kyoinm
enkyo.

htm
l渥

美
半
島

ア
ク
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

①
５
月
31
日
月
～
６
月
４
日
金

②
11
月
15
日
月
～
19
日
金

　

自
粛
生
活
の
中
で
運
動
不
足

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
家
族
で
何
か

に
挑
戦
し
た
り
、
競
争
し
た
り
し

て
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
汗
を

か
い
て
、
健
康
な
体
づ
く
り
の
機

会
に
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間：【
第
１
回
】５
月
31
日

（
月
）～
６
月
４
日（
金
）／
【
第
２

回
】11
月
15
日（
月
）～
19
日（
金
）

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

県
立・市
立
特
別
支
援
学
校

説
明
会
お
よ
び
体
験
入
学  

申
込：直
接
、各
学
校
へ
電
話
に
て

（
体
験
入
学
以
外
の
日
で
も
応
相

談
）

▪
豊
橋
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
橋
市
西
口
町
）

☎（
０
５
３
２
）61‐８
１
１
８

期
日：【
小・中
学
部
】［
体
験
入
学
］

６
月
４
日（
金
）、９
月
17
日（
金
）	

対
象：手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
特
別
支
援
学
校
高
等
部
分

　
教
室
「
潮
風
教
室
」

　
（
田
原
市
古
田
町
）

☎
32‐０
１
３
４

期
日：【
高
等
部
】［
説
明
会
］
10

月
23
日（
土
）　

対
象：
知
的
な
発

達
の
遅
れ
の
あ
る
中
学
生（
渥
美・

赤
羽
根
地
区
）

▪
豊
橋
市
立
く
す
の
き
特
別
支
援

　
学
校

　
（
豊
橋
市
野
依
町
）

☎（
０
５
３
２
）29‐７
６
６
０

期
日：【
小
学
部
】［
説
明
会
］
６

月
10
日（
木
）［
体
験
入
学
］
７
月

21
日（
水
）、
９
月
７
日（
火
）【
中

学
部
】［
説
明
会
］６
月
９
日（
水
）

［
体
験
入
学
］
７
月
26
日（
月
）　

対
象：
知
的
な
発
達
の
遅
れ
の
あ

る
お
子
さ
ん　
【
高
等
部
産
業
科
】

［
説
明
会
］
５
月
26
日（
水
）［
体
験

入
学
］
10
月
６
日（
水
）　

対
象：

障
害
の
程
度
が
比
較
的
軽
度
の
中

学
生

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
川
市
平
尾
町
）

☎（
０
５
３
３
）88‐２
５
５
３

期
日：【
高
等
部
】［
説
明
会
］
５

月
27
日（
木
）
対
象：知
的
な
発
達

の
遅
れ
の
あ
る
中
学
生（
田
原
地

区
）

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校
本
宮
校
舎

　
（
豊
川
市
大
木
町
）

☎（
０
５
３
３
）93‐０
５
１
５

期
日：【
高
等
部
普
通
科
】［
説
明

会
］５
月
18
日（
火
）［
体
験
入
学
］

９
月
30
日（
木
）　

対
象：
障
害
の

程
度
が
比
較
的
軽
度
の
中
学
生

▪
豊
橋
聾
学
校

　
（
豊
橋
市
草
間
町
）

☎（
０
５
３
２
）45‐２
０
４
９

（
０
５
３
２
）47‐７
５
４
５

期
日：【
高
等
部
】［
説
明
会
］
６

月
17
日（
木
）　

対
象：
耳
の
不
自

由
な
お
子
さ
ん

▪
大
府
特
別
支
援
学
校

　
（
大
府
市
森
岡
町
）

☎（
０
５
６
２
）48‐５
３
１
１

期
日：【
小
・
中
・
高
等
部
】［
説

明
会
］
７
月
14
日（
水
）、
10
月
26

日（
火
）　

対
象：
病
気
で
療
養
し

て
い
る
お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

　　 市政ほーもん講座1

  市の業務や制度、歴史・文化などに関する情報を出前講座「市政ほーもん講
座」で紹介しています。市内の団体（地域組織・市民団体・事業所など）を対象
に、市職員が皆さんのところへ伺い、お話をします。研修会や勉強会などにぜひ
ご利用ください。
◦対象＝おおむね10名以上の市内の団体（地域組織・事業所も可）
◦開催場所＝申込団体で用意
◦開催日時＝希望日（土・日曜、祝日も可／ただし午前９時～午後９時）
◦講座内容＝申込書に掲載
◦申込＝開催希望日の１カ月前までに、申込書に必要事項を記入の上、直接
またはＦＡＸ・Ｅメールにて
※申込書は広報秘書課、渥美支所、赤羽根市民センターで配布の他、各市民
館にも設置しています。
　また、市HPからもダウンロードできます。

▶広報秘書課
〒441-3492（住所不要）☎22-0138  23-1691

 koho@city.tahara.aichi.jp 

出前
講座 1001527

広報たはら  令和3年5月│    │17

おしらせ INFORMATION ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

１
０
０
３
６
８
２

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
隣
近
所
の
も
め
事
、
差

別
や
名
誉
棄
損
、体
罰
や
い
じ
め
、

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ⅴ
な
ど

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時：
６
月
１
日（
火
）午
後
1
時

～
４
時　

場
所：
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
室（
１
階
）

※
相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
日

（
予
約
制
）　

１
０
０
６
１
４
６

対
象：
こ
こ
ろ
の
健
康
が
心
配
な

方
や
、
こ
こ
ろ
の
病
気
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
方
、
ま
た
は
そ
の
家
族

（
精
神
科
や
診
療
内
科
に
通
院
し

て
い
な
い
方
）　
日
時：５
月
20
日

（
木
）午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所：
豊
川
保
健
所
田
原
保
健
分

室（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　
内

容：
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談　

参
加
料：
無
料　

定
員：
３
名（
先

着
順
）　
申
込：電
話
に
て

▼
豊
川
保
健
所
健
康
支
援
課

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

計
量
器
の
定
期
検
査
を

お
忘
れ
な
く
！

１
０
０
４
９
４
１

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量

器
の
性
能
・
精
度
を
一
定
水
準
に

保
ち
、
公
平
な
取
り
引
き
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
検
査
で
す
。

検
査
を
受
け
ず
に
取
引
・
証
明
に

使
っ
た
場
合
、
計
量
法
違
反
で
処

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
検
査
は
忘
れ
ず
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

実
施
日
／
場
所：
表
の
通
り　
時

間：
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

／
午
後
１
時
～
３
時　
検
査
手
数

料：２
５
０
円
～（
計
量
器
の
種
類

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

そ
の
他：
業
務
に
計
量
器
を
使
用

し
て
い
る

事
業
所
で
、

一
度
も
こ

の
検
査
を

受
け
た
こ

と
の
な
い

場
合
は
お

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

田
原
市
地
域
職
業
相
談
室

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋・田
原
）

　
　
　
　
　

１
０
０
２
３
５
１

　

田
原
市
地
域
職
業
相
談
室
で

は
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
へ
の

職
業
相
談
・
紹
介
お
よ
び
求
人
を

募
集
さ
れ
る
事
業
者
の
求
人
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

豊
橋
と
同
じ
パ
ソ
コ
ン
で
求
人
検

索
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

利
用
日
時：表
の
通
り　
場
所：田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24‐０
０
５
０

23‐２
７
６
６

まもなく見頃です！

初立池のしょうぶ園

昔の棚田を利用して栽培している花しょうぶを
ぜひご覧ください。
見　頃：５月下旬～６月中旬
　        （開花状況は市ＨＰに掲載）
規　模： 面積　約3,000 ㎡
            株数　約１２,000 株
場　所：初立池南側散策路沿い３カ所
▶地域課（渥美支所）☎ 33‐1118

内容 利用日時

職業相談・紹介
月～金曜日

（祝日・年末年始は除く）
午前９時30分～午後５時

求人受付
（事業者対象）

毎月第２水曜日
午前１０時～正午
午後１時～３時

実施日 場所
6／8火

11金 市役所

6／9水 赤羽根市民センター

6／10木 渥美文化会館

■地域見守りネットワーク
　～ながら見守り活動～
　田原警察署、田原防犯協会連合会、田原市
役所は、協力して地域見守り活動を推進してい
ます。仕事や生活をしながら、地域の防犯に貢
献してみませんか？
　活動内容は、通勤や、畑仕事をしながら、散
歩をしながら市内の安全に目を向けていただく
だけです。
　参加者には、市内
の高校生がデザイ
ンしたシンボルマー
ク（缶バッジやマグ
ネットシート）をお渡
しします。

※詳細は、田原警察署生活安全課または田原市役
所総務課（☎23-3504）までお問い合わせください

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　202１年の累計

3月

●人身11件（31件）
●負傷13人（37人）
●死亡0人（0人）
●物損105件（276件）

●侵入盗0件（5件）
●乗物盗0件（1件）
●非侵入盗2件（15件）

●火災2件（10件）
●救急184件（517件）
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▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

１
０
０
４
１
４
１

　
こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
農

地
へ
堆
肥
散
布
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
堆
肥
を
散
布
し
た
と
き
、
近

隣
の
住
宅
や
観
光
施
設
な
ど
か

ら
、
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
に
関
す
る

苦
情
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
堆
肥
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の

点
に
注
意
し
、
生
活
環
境
の
保
全

と
水
質
汚
濁
の
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▪
完
熟
堆
肥
の
使
用

十
分
発
酵
し
た
悪
臭
を
伴
わ
な

い
完
熟
堆
肥
を
使
用
す
る
。

▪
散
布
後
、
直
ち
に
鋤
き
込
む

　

散
布
後
、
雨
天
に
よ
り
鋤す

き

込
み
で
き
な
い
こ
と
の
な
い
よ

う
、
天
候
に
注
意
す
る
。

談
を
し
て
く
だ
さ
い

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

▼
営
農
支
援
課

☎
22‐１
１
２
６

22‐１
１
２
７

経
営
所
得
安
定
対
策

加
入
申
請
受
付
会１

０
０
３
６
５
７

　
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
、
需
要

に
応
じ
た
生
産
の
促
進
と
所
得
向

上
な
ど
で
農
業
経
営
の
安
定
を
図

り
ま
す
。

対
象：
水
田
で
飼
料
用
米
、
飼
料

作
物
、
野
菜
な
ど
を
生
産
す
る
販

売
農
家
の
方　

日
時
／
場
所：
表

の
通
り　

持
ち
物：
印
鑑
、
交
付

金
振
込
先
の
通
帳

「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

更
新
手
続
き 

１
０
０
５
７
７
１

　
「
人・
農
地
プ
ラ
ン
」は
、
今
後

10
年
間
の
地
域
農
業
の
目
指
す
べ

き
姿
を
考
え
、
地
域
の
合
意
な
ど

を
経
て
定
期
的
に
更
新
し
ま
す
。

対
象：
市
在
住
の
農
業
者　

内

容：
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
、
今
後

5
年
間
の
経
営
計
画
作
成
な
ど

持
ち
物：
印
鑑　

申
込：
6
月
30

日（
水
）ま
で
に
直
接
提
出

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
制
度１

０
０
３
６
５
３

対
象：
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農

薬
を
県
の
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
原
則

５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み
と

合
わ
せ
て
、
次
の
対
象
取
組
を
行

う
販
売
農
業
者
団
体
な
ど　

対

象
取
組：
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ（
緑

肥
な
ど
）の
作
付
け
、
堆
肥
の
施

用
、
有
機
農
業
な
ど　

持
ち
物：

印
鑑
、
交
付
金
振
込
先
の
通
帳　

申
込
締
切
：
６
月
30
日（
水
）　
そ

の
他：
新
規
申
請
の
方
は
事
前
相

▪
生
活
環
境
に
配
慮
を

　
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地

に
散
布
す
る
場
合
は
、
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
、
悪
臭
は
も

ち
ろ
ん
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
、
粉

じ
ん
や
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
す
る
。

▪
過
剰
な
堆
肥
散
布
を
し
な
い

　
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る

過
剰
な
堆
肥
散
布
は
や
め
る
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

▼
農
政
課

☎
27‐７
２
７
５

22‐３
８
１
７

田原を美しくする推進デー
６月６日（日）／雨天決行

※地区自治会によっては、実施日が異なる場合があります。
時間・集合場所などは、各地区自治会でご確認ください
道路や公園などに捨てられているごみを拾います。

「きれいな街は、みんなの手で !!」を合言葉に、皆さんぜひ
ご参加ください。
▶田原を美しくする会事務局
　（廃棄物対策課内）☎２３‐３５３８

田原市議会第２回定例会を開催
　本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。本会議の一般
質問は、ティーズチャンネルやお持ちのパソコン、スマート
フォン、タブレットなどでもご覧いただけます。
◦議会開催予定表◦

◎時間はいずれも午前10時から
　ただし※印は午後１時３０分から

▼田原市議会事務局　☎２３-３５33
http://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

月日 会議名 場所

6月7日㊊ 本会議（提案説明、一部採決） 議場

6月10日㊍ 本会議（一般質問） 議場

6月11日㊎ 本会議（一般質問、質疑、委員会付託） 議場

6月15日㊋ 文教厚生委員会
※総務産業委員会 第2委員会室

6月16日㊌ 予算決算委員会 第2委員会室

6月22日㊋ 本会議（委員長報告、委員長報告に対する質
疑、討論、採決） 議場

日時 場所

5/20木
13:30～14:30

渥美文化会館
小会議室A（２階）

5/21金
13:30～14:30

赤羽根市民センター
第１委員会室（３階）

5/28金
13:30～14:30

市役所
大会議室（北庁舎１階）

※新規に申請する人は、必ずご相談ください
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令
和
３
年
度
狩
猟
免
許
取
得

支
援
事
業
補
助
金１

０
０
７
２
４
７

対
象
者：
狩
猟
免
許
の
試
験
に
合

格
し
、
本
市
で
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

活
動
を
行
う
意
思
の
あ
る
方　

補

助
対
象：
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る

た
め
の
講
習
会
受
講
に
要
し
た
額

期
日：
狩
猟
免
許
取
得
日
か
ら
30

日
以
内
ま
た

は
令
和
４
年

３
月
31
日
の

い
ず
れ
か
早

い
方（
予
算
に

達
し
次
第
、
受
付
終
了
）　

補
助

額：
上
限
７
０
０
０
円　

申
込：
農

政
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
提
出

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
農
政
課

☎
27‐７
２
７
５

22‐３
８
１
７

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
け
出
が
必
要
で
す

１
０
０
１
５
０
４

　
一
定
面
積
以
上
の
ま
と
ま
っ
た

土
地
取
引
を
行
う
場
合
に
は
、
国

土
利
用
計
画
法
や
公
有
地
の
拡
大

の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
面
積
な
ど
に
応
じ
て
届
け
出

が
必
要
で
す
。

▪
契
約
前
に
必
要
な
届
け
出

対
象：
市
街
化
区
域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に

際
し
、
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す

る
人　

届
け
出
時
期：
土
地
売
買

契
約
を
行
う
前（
一
定
期
間
契
約

行
為
が
制
限
さ
れ
ま
す
）

▪
契
約
後
に
必
要
な
届
け
出

対
象：
市
街
化
区
域
に
属
す
る

２
０
０
０
㎡

以
上
の
土
地

ま
た
は
市
街

化
調
整
区

域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に

際
し
、
土
地
を
譲
り
受
け
た
人　

届
け
出
時
期：
土
地
売
買
契
約
日

を
含
め
２
週
間
以
内

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

大
規
模
な
開
発
行
為
は

事
前
協
議
が
必
要
で
す

１
０
０
１
５
０
４

　
本
市
で
は
、
土
地
の
秩
序
あ
る

利
用
と
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
田
原
市
土
地
開
発
行

為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」を
定
め

て
い
ま
す
。
市
内
で
開
発
行
為

（
※
）を
行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
市
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。

対
象：市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

開
発
区
域
面
積
が
３
０
０
０
㎡
以

上
１
万
㎡
以
下
の
開
発
行
為（
１
万

㎡
を
超
え
る
場
合
は
、「
愛
知
県
土

地
開
発
行
為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」

の
対
象
）

※
【
開
発
行
為
】
住
宅
用
地
、
工

場
用
地
、
ゴ
ル
フ
場
用
地
、
太
陽

光
発
電
施
設
用
地
な
ど
の
造
成
、

土
石
の
採
取
、鉱
物
の
採
掘
、水
面

の
埋
め
立
て
ま
た
は
干
拓
、し
ゅ
ん

せ
つ
、廃
棄
物
の
埋
め
立
て
、そ
の

他
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

地
区
計
画
区
域
内
で
の

行
為
な
ど
の
届
け
出

１
０
０
２
３
２
２

　
地
区
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
態

様
を
備
え
た
良
好
な
居
住
環
境
を

実
現
す
る
た
め
、
道
路
、
公
園
な

ど
の
配
置
や
建
築
物
の
用
途
や
形

態
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る

地
区
計
画
を
、
以
下
の
地
域
で
指

定
し
て
い
ま
す
。

▪
指
定
地
域

◦
田
原
木
綿
畑

◦
田
原
片
西

◦
シ
ー
サ
イ
ド
田
原
光
崎

◦
臨
海
田
原
1
区

◦
田
原
浦
鬼
塚
内
陸
企
業
団
地

◦
田
原
浦
片

◦
大
久
保
団
地

◦
田
原
赤
羽
根

届
け
出：地
区
計
画
の
区
域
内
で
、

土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
、
建
築

物
の
建
築
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

着
手
日
の
30
日
前
ま
で
に
届
け
出

が
必
要
で
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

寄
付

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま

す
。

▼
４
月
２
日
、
豊
橋
信
用
金
庫
様

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
、
金
１
０
０
万
円

田原市民まつり
実行委員会委員募集！
対象＝１８～４５歳の市内在住・在勤・在学の方
勤務内容＝年６回程度の会議出席／田原市民ま

つりの企画・運営
募集人員＝若干名
採用期間＝６月中旬～令和４年３月３１日
報酬＝無償
選考方法＝書類選考
申込締切＝６月４日（金）
※詳細は市HPをご覧いた

だくか、お問い合わせく
ださい

▶商工観光課　☎23-3522　 22-3817
1005592
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ウ（
豊
川
市
為
当
町
新
道
）

☎（
０
５
３
３
）77‐１
９
９
１

▼
水
道
課

☎
23‐３
５
３
２

22‐３
１
８
４

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

下
水
道
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 

１
０
０
１
０
０
４

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
共
に
、
海

や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め
の
大

切
な
施
設
で
す
。

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
排
水
管
の
詰
ま
り
や
故
障

の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処

理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

水
道
週
間 

６
月
１
日
火
～

７
日
月      

１
０
０
８
２
４
４

　
水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い
て

理
解
と
関
心
を
高
め
、
水
道
事
業

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
県
を
は
じ
め
各
市
町
村

水
道
事
業
体
な
ど
に
よ
り
毎
年
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
水
の
缶
詰「
あ

い
ち
の
水
」の
無
料
配
布
を
行
い

ま
す
。

期
日：
６
月
１
日（
火
）～
な
く
な

り
次
第
終
了　

配
布
場
所：
水
道

課
お
よ
び
渥
美
支
所
、
赤
羽
根
市

民
セ
ン
タ
ー

▼
水
道
課

☎
23‐３
５
３
２

22‐３
１
８
４

給
水・排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
新
規
追
加

１
０
０
０
９
８
３

１
０
０
１
０
１
１

　
給
水
工
事
は
、
田
原
市
指
定
給

水
装
置
工
事
店
へ
、
下
水
道
な
ど

に
接
続
す
る
場
合
は
田
原
市
排
水

設
備
指
定
工
事
店
へ
必
ず
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加
指
定
工
事
店

　
㈲
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
カ
ト

　便利な土曜日の時間外窓口をご利用ください。また、電話予約による証明書の時間外交付も行っています。

開設日時 毎週土曜日（年末年始を除く）
午前８時30分～午後０時30分

取扱業務

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、印鑑登録証明書、
　戸（除）籍謄抄本
◦マイナンバーカードの交付
◦電子証明書の更新
◦印鑑登録
◦戸籍届書受付
※この他の証明書は交付できません

開庁時間外にも各種証明書が受け取れます
▪時間外窓口　市民課（南庁舎１階） ◦お問い合わせ◦

▪電話予約による証明書の時間外交付について
　事前（できるだけ前日または当日）に下記時間帯に電話で予約することに
より、平日の時間外や土・日曜日、祝日に、各種証明書を受け取ることができ
ます。ぜひご利用ください。
交付できる証明書など▲ 市民課＝住民票の写し（マイナンバー・住民票コードの記載のあるものを
除く）、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番号をお聞きします）

▲ 税務課＝納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税証明書、
評価証明書、所有証明書

▲ 渥美支所市民生活課＝住民票の写し（マイナンバー・住民票コードの記
載のあるものを除く）、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番号をお聞き
します）、納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税証明書、評
価証明書、所有証明書

電話予約・受け取りができる方▲ 住民票の写し＝本人または同一世帯の方

▲ 印鑑登録証明書＝本人またはその代理人

▲ 税務関係証明書＝本人または同一世帯の親族の方

電話による予約の受付時間
月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※祝日・年末年始を除く
交付場所
市役所宿直室（北庁舎１階）
渥美文化会館（農村環境改善センター事務室）
交付時間
年末年始を除く、以下の時間で交付します。
◦月～金曜日　午後５時30分～７時
◦土・日曜日、祝日　午前８時30分～午後５時
※渥美文化会館（農村環境改善センター事務室）
は土・日曜日、祝日のみ

交付のときに必要なもの
◦受取人本人であることが確認できるもの
（運転免許証、マイナンバーカード、パスポート、
住基カード［写真付き］など）
◦印鑑登録証明書の場合は、印鑑登録証
◦手数料

1000770

時間外窓口について

▼ 市民課	☎23-3511
電話予約による証明書の時間外交付について

▼ 市民課	☎23-3511

▼ 税務課	☎23-3509

▼ 渥美支所市民生活課	☎33-1112

注目！
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子育て講座をご利用ください
　市内の１～３歳のお子さんを持つ親御さんを対象に、子育て
講座を毎月開催しています。体を動かす遊びや離乳食の進め
方、親子でのクッキング、救命講習など、
さまざまな講座を受講できます。詳細
は、すくっとHPをご確認ください。

【会場】田原市親子交流館（すくっと）

▶親子交流館　☎23‐1510　 23-1517　 1006365

子育て中のママやパパの情
報交換の場「子育てサーク
ル」の活動カレンダーを配
信しています。育児仲間探
しに、ぜひご活
用ください。

1006821

すくっとへ行こっと！  親子交流館だより

金 土 日

30 5/1 おはなし会 2
10：30～ 
セルフ工作「くるくるフラワー」

（～6/30水） 
アイデア工作  

（～９日日）午後 以上

農業祭 10：00～15:00
新鮮な農産物・花・木の販売、
体験など
おはなし会
14：00～ 

7 8 9
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

おはなし会
10：30～ 

農業体験「田植え」   
10：00～ 先着20家族（要予
約） 参加費2,000円

14 15 16 
パパのための出産準備クラス
9：30～11：30 市内在住の初めてパ
パになる方および妊婦さん（要予約）

おはなし会
10：30～ 

21 22 23 
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

おはなし会
10：30～ 

フリーマーケット
9：30～

28 赤ちゃんサロン 29 30
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※福江中学校区・泉校区
親子リトミック
10：30～ と保護者（要
予約）

子ども工作教室「びゅんびゅんご
まで遊ぼう」   
10：00～ 先着100名

4 5 6
おはなし会
15：00～ 
おはなし会
10：30～ ◆開館時間：10：00～12:00、

13:00～17：00
※休館日：月・火曜日
◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

◆時間：9：00～12：00、
　13：00～16：00
※手遊び、ふれあい遊びなど

実施

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※休館：毎月 第3木曜午後

◆時間：9：30～12：00、
　13：30～15：30
※手遊び、絵本の読み聞かせ

など実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳

幼児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽根

福祉センター（火曜日9：30
～11：00）・泉市民館（金曜
日9：30～11：00）

※開催のない週もあります

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児
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月 火 水 木

4/26 赤ちゃんサロン 27 28 29
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※六連・神戸・大草・東部校区
4月生まれの子集まれ
10：00～11：0０ 市内の4月生ま
れの1～3歳児と保護者

妊婦さんのためのおっぱいクラス
９：30～11：30
市内在住の妊娠５ヶ月以降の
妊婦さん（予約制）

おはなし会
10：30～ 
みんな集まれ！誕生会
11：00～11：30 市内のおおむ
ね3歳児までと保護者（要予約）

子ども工作教室
「こいのぼり」
10：00～ 先着100名

3 4 5 6
子ども工作教室「こいのぼり」   
10：00～ 先着100名

市民緑花まつり 9：30～
「わたしたちの花畑」作品展、
フラワー教室、用土・花苗など
の配布他

子ども工作教室「こいのぼり」   
10：00～ 先着100名
田原市吹奏楽団ミニコンサート   
11：30～／13:30～ 

のりもの  
（～７日金）午前 

10 11 12 おはなし会 13
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護者
※童浦・中部校区

10：30～、11：00～ 
のりもの  

（～14日金） 
チャレンジ「すうどく」  

（～16日日） 以上

キッズサロン（ボールで遊ぼう）
10：00～11：0０ 市内在住の1
～3歳児と保護者（要予約）

17 18 19 20 
赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※衣笠・南部・野田・高松・赤羽
根・若戸校区

おはなし会
10：30～ 
工作「ミニランドセル」  

（～30日日）午後 以上

子育て講座（家でもできる脳
を育てる遊びのコツ）
10：00～11：00 市内在住の 

と保護者（要予約）

24 25 26 27 子育て講座（こんな時
赤ちゃんサロン
９：50～11：30 0歳児と保護
者 ※六連・神戸・大草・東部校区

どうする？「救急法」）
10：00～11：0０ 市内在住の

と保護者（要予約）
子育て講座（春のリトミック）
10：30～11：00 （要予約）

31 6/1 2 3
5月生まれの子集まれ
10：00～11：0０ 市内の5月生
まれの1～3歳児と保護者
みんな集まれ！誕生会
11：00～11：30 （要予約）

おはなし会
10：30～ 

対　象＝市内の小学校に通う１～６年生の児童（児童クラブは保護者が就労などの理由で
昼間家庭にいない児童）

申　込＝5月31日（月）までに、生涯学習課およびクラブ・教室で配布する申込書類に必要事
項を記入の上、生涯学習課、赤羽根市民センター、渥美支所市民生活課へ直接提出

その他＝①定員を超えた場合は、学年の低い順または保護の困難性の高い順に参加を認め
ます。場合によっては、待機となることがあります。②詳しくは、４月下旬に小学
校を通して配布した応募要項をご覧ください。

▶生涯学習課　☎23‐3635 22-3811

夏休み児童クラブ、放課後子ども教室 1008267 1008268

場  

所
2021 May
イベントカレンダー 渥美図書館

赤羽根図書館
中央図書館なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
さくらルーム

すくっと
あつみライフランド5月
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

半
か
ら
増
加
し
、40
歳
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
横
ば
い
に
な
り
ま
す
。若
い
世
代
で

の
罹
患
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

　
子
宮
頸
が
ん
の
95
％
以
上
は
、ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）の
感
染
が
関

連
し
ま
す
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
皮
膚
や
粘
膜
に
い
る

ウ
イ
ル
ス
で
、性
交
渉
の
経
験
が
あ
る
女
性

の
50
～
80
％
は
一
生
に
一
度
は
感
染
す
る

と
言
わ
れ
ま
す
。感
染
し
て
も
一
過
性
で
、

ほ
と
ん
ど
の
方
は
数
年
以
内
に
自
然
消
失

し
ま
す
。ご
く
一
部
の
方
は
感
染
が
持
続

し
、数
年
か
ら
数
10
年
の
長
い
時
間
を
か
け

て
、前
が
ん
病
変（
※
）を
経
て
が
ん
に
進
行

し
ま
す
。軽
度
の
前
が
ん
病
変
の
80
％
は
が

ん
に
進
展
せ
ず
、一
部
は
自
然
消
失
し
ま

す
。し
か
し
、さ
ら
に
強
い
異
常
で
あ
る
高

度
前
が
ん
病
変
に
進
行
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
の
病
変
は
一
般
的
に
症
状
が

現
れ
な
い
た
め
、子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診

に
よ
っ
て
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※	

現
状
で
は
が
ん
と
言
え
な
い
が
、が
ん

に
進
行
す
る
確
率
が
高
い
状
態
の
こ
と

▪
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、６
月
か
ら
令
和
４
年
１
月
末

ま
で
、市
内
お
よ
び
豊
橋
市
内
の
指
定
医

療
機
関
に
て
無
料
で
実
施
し
ま
す
。対
象
年

齢
は
、今
年
度
末
時
点
で
20
歳
か
ら
79
歳
ま

で
の
方
で
、２
年
に
１
回
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、妊
婦
健
診
で
も

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▪
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
に
つ
い
て

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査（
自
己
負
担
額
２
０
０
0
円
）

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
し
よ
う

　
日
本
で
は
1
年
間
で
約
１
万
１
０
０
０

人
が
子
宮
頸
が
ん
と
診
断
さ
れ
、そ
の
う
ち

約
２
８
０
０
人
が
死
亡
し
て
お
り
、患
者

数・死
亡
数
と
も
に
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
率
は
20
歳
代
後

を
実
施
し
て
い
ま
す
。検
診
対
象
者
で
25
歳

か
ら
65
歳
ま
で
の
希
望
者
が
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

検
査
内
容
は
、子
宮
頸
が
ん
検
診
と
同

様
に
子
宮
頸
部
か
ら
専
用
器
具
で
細
胞
を

採
取
し
て
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
検
出
す
る
こ
と
で
感

染
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。１

回
の
検
診
で
２
種
類
の
検
査
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
時
点
で
、県
内
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
査
を
実
施
し
て
い
る
の
は
本
市
を
含
め
て

７
市
で
す
が
、そ
の
中
で
本
市
は
２
番
目
に

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
受
診
者
が
多
く
、子
宮
頸
が

ん
や
が
ん
予
防
に
対
す
る
市
民
の
意
識
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

▪
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
も
う
一
つ
の
予
防
策
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

で
す
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
中
で
、特
に
発
が
ん
性
が
高

い
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
で
、50

～
70
％
の
予
防
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ

３
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。接
種
対
象
は
、

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
の
方

で
す
。詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性・副
反
応
な
ど
を
本

人
と
保
護
者
が
十
分
理
解
し
た
上
で
接
種

を
希
望
す
る
場
合
は
、予
診
票
を
発
行
し
ま

す
の
で
、健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま

た
、20
歳
を
過
ぎ
た
ら
、子
宮
頸
が
ん
検
診

を
２
年
に
１
度
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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●子宮頸がんの年齢階級別罹患率（上皮内がんを含まない）
（人口10万人対）
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正常の子宮
頸部の細胞

HPVが感染した
子宮頸部の細胞

細胞の軽い異常
（軽度前がん病変）

細胞の強い異常
（高度前がん病変）

子宮頸がん
命を脅かす状態

成人女性の大部分は、
HPVに感染します。

性的接触による感染

正常の子
頸部の細胞

成人女

HPVが感染
子宮頸部の

大部分は、

宮
胞 子

女性の大

細胞の軽い
（軽度前がん病
細染した

の細胞
細胞の強い
（高度前がん病

い異常
病変）

細 子宮頸がん
命を脅かす状態

い異常
病変） 命

HPVに感染した女性の一部は、
子宮頸部異形成という病気になり、
悪化するとがんになります。

数年～数十年

HPV
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

▪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種

１
０
０
７
６
２
３

　
本
市
で
は
、
５
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種
を
開
始
し
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
ま
ず
は
高
齢
者
施
設
入
所
者
か

ら
接
種
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
後
、
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
個
別
接
種

や
集
団
接
種
に
て
実
施
し
ま
す
。
ク
ー

ポ
ン
券
は
、
５
月
以
降
に
順
次
発
送
し

ま
す
の
で
、
も
う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

※	

ク
ー
ポ
ン
券
は
、
順
次
発
送
し
ま
す

▪
集
団
接
種
の
流
れ
に
つ
い
て

　
集
団
接
種
の
流
れ
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
た
動
画（
Ｙ
ｏ
ｕ	

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

公
開
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
事
前
に
ご

覧
い
た
だ
く
と
接
種
が
ス
ム
ー
ズ
で

す
。
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
す
る
か
、
市
Ｈ
Ｐ
で
も
公
開
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
接
種
の
際
の
注
意
事
項

【
接
種
費
用
】無
料

【
持
ち
物
】ク
ー
ポ
ン
券
、
予
診
票
、
本

人
確
認
書
類（
健
康
保
険
証
な
ど
）

※	

忘
れ
る
と
接
種
が
出
来
ま
せ
ん
。
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
服
装
】肩
を
出
し
や
す
く
、
着
脱
し
や

す
い
服
装

【
お
願
い
】

・	

会
場
に
は
時
間
通
り
に
来
ま
し
ょ
う

・	
集
団
接
種
は
、
完
全
予
約
制
で
行
い

ま
す
。
早
く
到
着
す
る
と
密
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
遅
れ
る
と
接
種
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

・	

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
を
行
い
、
待
ち
時

間
を
短
縮
す
る
た
め
、
予
診
票
は
あ

ら
か
じ
め
記
入

し
て
お
き
ま

し
ょ
う

・	

持
病
が
あ
る
方

は
、
接
種
が
可

能
か
ど
う
か
、

事
前
に
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
を
し

て
く
だ
さ
い

▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
問
合
わ
せ
先

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０‐07‐５
６
７
０

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、市役所へご確認の上、受診してください　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間 医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
診療時間以外は 渥美病院●☎22‐2131 にお問い合わせの上、
受診してください

【
お
知
ら
せ
】

▪
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
に
よ

り
通
知
時
期
を
延
期
し
ま
す

　

１
０
０
７
６
５
３

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
は
製
造
上
の
問
題

が
生
じ
、
製
造
を
一
時
停
止
し
て
い
ま
し

た
が
、現
在
は
製
造
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
影
響
で
全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

量
が
減
少
す
る
見

込
み
で
、
別
表
の

と
お
り
接
種
の
通

知
時
期
を
延
期
し

ま
す
。

　
接
種
対
象
年
齢

内
に
接
種
が
完
了

で
き
れ
ば
、
安
全

に
免
疫
が
獲
得
で

き
る
た
め
、
接
種

の
時
期
が
１
年
遅

れ
て
も
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。

　

海
外
渡
航
な

ど
、
や
む
を
得
な

い
事
情
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は

健
康
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　日 　　当直医 電話番号
５月５日（水・祝） 清栄歯科クリニック ☎33‐0657

５月９日（日）
國見医院 ☎22‐0756
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
おおかわ歯科 ☎22‐4182

５月16日（日）
藤岡医院 ☎32‐1515
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
花井歯科医院 ☎23‐1661

５月23日（日） 富永医院 ☎23‐1316
小原歯科 ☎25‐1139

５月30日（日） 川瀬医院 ☎35‐1511
かわい歯科 ☎24‐0080

月　日 当直医 電話番号

５月２日（日）
昭和医院 ☎32‐3749
きまた眼科 ☎23‐1092
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

５月３日（月・祝）
第2国見医院 ☎23‐2302
まち眼科 ☎22‐2710
金田歯科医院 ☎24‐1800

５月４日（火・祝） おかだクリニック ☎37‐0001
惣卜歯科医院 ☎45‐2066

５月５日（水・祝） 永井医院 ☎22‐0227

また、各医療機関へ電話で受診方法を確認した後、受診してください

対象者 ワクチン
の種類 接種対象年齢 通知時期

平成29年4月1日～
平成30年3月31日生 １期追加 生後６か月～

７歳６か月未満 令和４年４月以
降を予定平成23年4月2日～

平成24年4月1日生 ２期 ９～１３歳

▲QRコード
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カーネーション
（花／出荷時期：10月～6月）

母の日に贈る花として古く
から親しまれています。県内
２位の出荷量で、年間約４６０
万本出荷されています。

花ことば

母への愛、生きた愛情

ブーゲンビレア
（鉢花／出荷時期：５月～７月）

花に見えるのは苞と呼ばれ
る葉の一部で、苞の中心部
に小さな花をつけます。県
内１位の出荷量を誇ります。

花ことば

情熱

農政課  ☎23-3517

花 鉢

62

今月の 5月の

ほう

④ 

対
象
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
補
助
金
交
付
決

定
通
知
を
受
け
取
っ
た
日
以
降
に
施
工

⑤ 

工
事
完
了
後
、
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
市

へ
工
事
の
完
了
報
告
書
の
提
出

⑥ 

市
職
員
が
完
了
検
査
を
行
っ
て
合
格
し
た
場

合
、
補
助
金
を
交
付

《
注
意
事
項
》

・
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
の
補
助
で
す

《
申
込
方
法
》

　

令
和
４
年
１
月
31
日（
月
）ま
で
に
必
要
な
書

類
を
添
え
て
申
請
書
を
提
出（
毎
月
第
２
水
曜

日
と
第
４
水
曜
日
で
申
請
を
と
り
ま
と
め
、
現

場
確
認
を
実
施
）

▼
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

☎
23‐４
６
５
４　

23‐３
５
４
５

人
生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）の
講
演
会
を
動
画
配

信
し
ま
す

　
も
し
も
の
時
の
た
め
に
自
ら
が
望
む
人
生
の

最
終
段
階
の
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
、
前
も
っ

て
考
え
、
周
囲
の
人
と
共
有
す
る
取
り
組
み
が

「
人
生
会
議
＝
Ａ
Ｃ
Ｐ（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」
で
す
。
こ
の「
人
生
会
議
」

を
知
る
た
め
の
講
演
会
を
動
画
配
信
し
ま
す
。

今
回
の
動
画
は
、
在
宅
で
ケ
ア
を
受
け
る
方
を

中
心
と
し
た
内
容
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
自

身
や
大
切
な
人
と
の
最
期
の
迎
え
方
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

《
講
師
》

　

村
田
美
恵
子
氏（
渥
美
病
院　

乳
が
ん
看
護

認
定
看
護
師
）

《
視
聴
方
法
》

　

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て「
田
原
市
Ａ
Ｃ
Ｐ
講

演
会（
続
ケ
ア
編
）」と
検
索
す
る
か
、
下
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課 

長
寿
介
護
係

☎
23‐3
2
1
7　

23‐３
５
４
５

住
み
慣
れ
た
家
に
い
つ
ま
で
も

　

今
回
は
「
人
に
や
さ
し
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
対
象
》

・ 
市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
方（
補
助
対
象
者
と

同一世
帯
の
方
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
方
）が
い

る
世
帯

※ 

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん

《
補
助
内
容
》

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
経
費
の
２
分
の

１
以
内（
上
限
15
万
円
）

・ 

居
室
、
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
段
差
解
消
や

手
す
り
の
取
付
け
な

ど
高
齢
者
が
暮
ら
し

や
す
い
環
境
に
改
善

す
る
場
合

・ 

防
災
ベ
ッ
ド
、
防
災
フ

レ
ー
ム
、
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
な
ど
を
設
置
す
る
場
合

《
補
助
の
流
れ
》

① 

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
市
に
申
請（
工
事
着

工
後
の
補
助
金
申
請
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
）

②
申
請
後
、
市
で
申
請
内
容
を
審
査

③ 

市
職
員
、
施
工
業
者
お
よ
び
申
請
者
の
三
者

で
現
場
を
確
認

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
配
食
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、各

市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体
操
教
室
や

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。市
Ｈ
Ｐ（

１
０
０
５
６
６
０
）で

検
索
す
る
と
詳
し
い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

▲QRコード
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カーネーション
（花／出荷時期：10月～6月）

母の日に贈る花として古く
から親しまれています。県内
２位の出荷量で、年間約４６０
万本出荷されています。

花ことば

母への愛、生きた愛情

ブーゲンビレア
（鉢花／出荷時期：５月～７月）

花に見えるのは苞と呼ばれ
る葉の一部で、苞の中心部
に小さな花をつけます。県
内１位の出荷量を誇ります。

花ことば

情熱

農政課  ☎23-3517

花 鉢

62

今月の 5月の

ほう

「
日
本一の
花
の
生
産
地
か
ら
、
日
本一花
を

贈
る
ま
ち
へ
」を
目
指
し
て

　　
本
市
は
、
農
業
産
出
額
日
本
一
の
ま
ち
で
あ
る
と

と
も
に
日
本
一
の
花
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。
キ
ク

や
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
鉢
花
な
ど
、
高
品
質
な
花

が
た
く
さ
ん
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
日
常
に
花
を
取
り
入
れ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▪
渥
美
半
島
の
花
と
鉢
物

　

本
市
で
生
産
さ
れ
る
多
様
な
花
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

毎
年「
渥
美
半
島
の
花
と
鉢
物
」を
選
定
し
、
ポ
ス
タ
ー

を
市
内
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
月
の
鉢
物
を

渥
美
半
島
の
玄
関
口
で
あ
る
三
河
田
原
駅
や
道
の
駅
な

ど
で
展
示
し
て

い
ま
す
。
花
は
、

言
葉
に
し
づ
ら

い
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
る
の

に
ぴ
っ
た
り
の

ア
イ
テ
ム
で
す
。

皆
さ
ん
も
大

切
な
人
に
渥
美

半
島
・
田
原
市

の
花
を
贈
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▪
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト

　

花
の
ま
ち
田
原
市
か

ら
の
お
祝
い
と
し
て
、

新
婚
の
ご
夫
婦
に
田
原

市
産
の
花
や
鉢
花
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
る

際
は
、
ぜ
ひ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

【
対
象
】本
市
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
市
内
に
住
む
予

定
の
ご
夫
婦

【
品
目
】ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
・
鉢
物
・
鉢
花

▪
田
原
で
は
じ
め
る「
花
の
あ
る
暮
ら
し
」

　

本
市
に
移
住
さ
れ
た
方
に「
花
の
あ
る
暮
ら
し
」を

体
感
し
て
も
ら
う
た
め
、	

本
市
産
の
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
始
め
ま
し
た
。
申
込
者
に
は
、
花
束
が
ポ
ス
ト
に

届
き
ま
す
。
そ
の
ま
ま
花
瓶
に
飾
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
気
軽
に
花
を
楽
し
め
ま
す
。

【
対
象
】本
市
定
住
・
移
住
促
進
奨
励
金
の
申
請
者

　
ま
た
、
こ
れ
と
同
じ
仕

組
み
で
、
申
込
者
に
定
期

的
に
本
市
の
花
を
ポ
ス
ト

へ
お
届
け
す
る
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン「
タ
ハ
ナ
」が

も
う
す
ぐ
始
ま
り
ま
す
！

花
の
あ
る
暮
ら
し
を
ぜ
ひ

体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

◦アニバーサリーフラワー（イメージ）◦ポストに届く花（イメージ）
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キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

41

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
２
人
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

環
境
け
い
じ
ば
ん

環
境
戦
隊
た
は
ら
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

36

　

毎
年
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
ご

ろ
、渥
美
半
島
で
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が

観
賞
で
き
ま
す
。ホ
タ
ル
は
き
れ
い
な

川
の
水
辺
に
生
息
し
ま
す
。夜
に
な
り

光
を
放
ち
な
が
ら
飛
ぶ
姿
は
と
て
も
幻

想
的
で
す
。

★
庄
司
川・清
谷
川

　
庄
司
川
は
滝
頭
公
園
付
近
か
ら
流
れ

る
川
で
、「
庄
司
川
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
」

看
板
が
観
賞
ス
ポ
ッ
ト
の
目
印
で
す
。

庄
司
川
は
や
が
て
清
谷
川
に
合
流
し
ま

す
が
、合
流
地
点
か
ら
上
流
に
か
け
て

も
、比
較
的
広
い
範
囲
で
観
賞
で
き
ま

す
。川
沿
い
は
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
る
た
め
、ホ
タ
ル
観
賞
を
し
な

が
ら
散
策
す
る
の
に
お
す
す
め
で
す
。

★
免
々
田
川

　

河
津
桜
で
知
ら
れ
る
免
々
田
川
で

す
が
、上
流
で
は
ホ
タ
ル
の
観
賞
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
も
有
名
で
す
。木
々
や
草
が
生

い
茂
っ
て
い
る
た
め
、ホ
タ
ル
の
生
息
場

所
と
し
て
も

適
し
て
い
ま

す
。春
は
菜

の
花
と
桜
の

コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
、夏

は
ホ
タ
ル
の

夜
景
を
楽
し

む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
も
よ
ろ

し
く
き
ゃ
べ
☆

１
０
０
２
１
７
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７　

夏
に
向
け
て
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
ろ
う

　
緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ

ガ
オ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
で
窓
や
壁
を

覆
う
自
然
の
カ
ー
テ
ン
で
す
。窓
か
ら

入
る
日
差
し
を
遮
る
遮
光
効
果
や
植

物
の
蒸
散
作
用
に
よ
る
冷
却
効
果
な

ど
で
、エ
ア
コ
ン
の
使
用
量
を
抑
え
る

こ
と
が
で

き
、節
電
・

省
エ
ネ
に

つ
な
が
り

ま
す
。み

ん
な
で
緑

の
カ
ー
テ

ン
を
作
っ

て
、家
計

に
も
地
球
に
も
優
し
い
、快
適
な
夏
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
配
布
し
ま
す
！

１
０
０
３
６
９
４

【
対
象
者
】「
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

宣
言
」の
登
録
者（
登
録
は
随
時
受
付

中
）で
、市
内
の
住
宅
や
事
業
所
に
緑
の

カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
方

【
配
布
数
】50
袋（
先
着
順
）

【
配
布
期
間
】５
月
６
日（
木
）～
31
日

（
月
）の
平
日
、午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

【 
配
布
場
所
】環
境
政

策
課（
南
庁
舎
２
階
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐3
5
4
1

23‐１
８
３
２

今
回
は
、ホ
タ
ル
が
見

ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹

介
す
る
き
ゃ
べ
☆

多
く
の
方
が
き
れ
い
な

川
辺
の
環
境
を
守
っ
て

く
れ
て
い
る
ん
だ
き
ゃ

べ
。マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ホ

タ
ル
観
賞
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
き
ゃ
べ
☆

800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状を皆さんにお知らせしていきます。
◦市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量	1,300t/月

Ｒ2年	1月
R3年	1月

R2年	2月
R3年	2月

R2年	3月
R3年	3月

1,186.81

1,293.98

1,277.49

1,140.69

1,119.59

1,325.66
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
5月▶6日木、10日月、14日金、17日月、
        24日月、31日月
6月▶7日月、11日金、14日月、21日月、
        28日月
 ※赤羽根は平日火曜日も休館

◎特別整理期間のお知らせ
　図書館では、毎年5月末から6月上旬にかけて「特別
整理期間」という休館日を設けています。期間中は、貸
出中を除いた全ての資料のバーコードを読み込み、行
方不明になっている資料がないかを調べる棚卸し作
業をします。今年度は以下の日程で休館します。
▶中央図書館＝5月25日（火）～28日（金）
▶赤羽根図書館＝6月1日（火）・2日（水）
▶渥美図書館＝6月2日（水）～4日（金）

　全館同時に休館することはありませんので、各館の
休館中には、他の図書館をご利用いただけます。また、
期間中も返却ポストに資料を返せます。詳しくは、図
書館で配布しているカレンダーまたはHPをご覧くだ
さい。

▶中央図書館　　☎23-4946
▶赤羽根図書館　☎45-3426
▶渥美図書館　　☎33-1114

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．鯉のぼりをなぜ飾るのか？いつごろから飾るよ
うになったのか、知りたい。
◎調べるキーワード

「鯉のぼり」「端午の節句」
A．江戸時代初期か
ら、子どもの誕生や健
やかな成長を願い端午
の節句に幟

のぼり

を立てる風
習がありました。江戸
時代中期に中国の故事
にあやかり出世を願い、幟に鯉の滝登りを描いた
ものがルーツといわれています。その後、和紙で立
体の鯉が作られるようになったそうです。
◎調べたツール
①『鯉のぼり図鑑』
日本鯉のぼり協会/編　林直輝/文　小学館　
386.1/ｺ
②『和のしきたり』
新谷尚紀/監修　日本文芸社　386.1/ﾜ
③『日本人のしきたり』
飯倉晴武/編著　青春出版社　386.1/ｲ

 『１００年たったら』
石井睦美/文　あべ弘士/絵　
アリス館　E/ｱ

ずっとむかし、私はライオンで
あなたは鳥だった。私たちは何
度も生まれ変わり、再び巡り合
う。壮大な愛の物語。

●中央図書館
	一　般▶5月15日土～6月10日木	「うちカフェライブラリー」
	子ども▶～6月10日木	 「ともだちは世界」

●赤羽根図書館
	一　般▶5月15日土～6月10日木	「ありがとう」
	子ども▶5月15日土～6月10日木	「なにしてあそぶ？！」

●渥美図書館
	一　般▶5月15日土～6月10日木	「DIYしましょ♬」
	子ども▶5月15日土～6月10日木	「５月のたべもの」

『『星の王子さま』のエニグム』
滝川美緒子/著 滝川クリステル/訳　
高陵社書店　953.7/ﾀｷ

エニグム（暗号）に隠されたメッセー
ジ。『星の王子さま』が本当に伝えた
かった真実とは？
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田
原
市
で
最
も
古
い
国
指
定
史
跡

　
　
ー
百ど
う
ど
う
す
え
き
か
ま
あ
と

々
陶
器
窯
跡
ー

　
「
国
指
定
史
跡
」と
は
文
化
財
保
護
法

に
お
い
て
、【
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上

又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
遺
跡
の
う
ち
重

要
な
も
の
】と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
百
々
陶

器
窯
跡
」が
１
９
２
２（
大
正
11
）年
、「
吉

胡
貝
塚
」が
１
９
５
１（
昭
和
26
）年
、「
伊

良
湖
東
大
寺
瓦が

窯よ
う

跡
」が
１
９
６
７
年
、

「
大
ア
ラ
コ
古こ

窯よ
う
跡
」が
１
９
７
１
年
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
４
件

の
史
跡
の
う
ち
、
最
も
古
く
指
定
さ
れ
た

の
が
百
々
陶
器
窯
跡
で
、
文
化
財
保
護
法

の
制
定
（
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
）
よ

り
も
28
年
も
古
く
、
大
正
時
代
の
こ
と
で

し
た
。

　
現
在
、
文
化
財
保
護
に
関
し
て
は
文
化

財
保
護
法
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前

に
、
史
跡
な
ど
の
保
存
の
枠
組
み
が
初
め

て
定
め
ら
れ
た
も
の
が「
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
保
存
法（
１
９
１
９（
大
正
8
）年

制
定
）」で
し
た
。
こ
の
法
律
が
で
き
た
こ

と
で
、
開
発
な
ど
で
壊
さ
れ
て
し
ま
う
前

に
史
跡
の
指
定
を
し
保
存
す
る
こ
と
が
全

国
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
百
々
陶
器
窯
跡

は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
国
の
史
跡
に

市
→
県
→
国
と
ラ
ン
ク
を
上
げ
て
指
定
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
百
々
陶
器
窯
跡
は
保
存

状
態
が
良
い
窯
跡
で
あ
っ
た
た
め
、
開
発

な
ど
で
壊
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
す
ぐ
に
国

の
史
跡
に
指
定
し
た
と
い
う
当
時
の
考
え

方
が
感
じ
と
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
百
々
陶
器
窯
跡
は
史
跡

保
存
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
史

跡
で
す
。
本
市
に
は
様
々
な
史
跡
を
含
め

た
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
文
化
財
の
価
値

だ
け
で
な
く
、
指
定
さ
れ
た
状
況
に
目
を

向
け
て
み
る
と
、
今
と
昔
の
文
化
財
保
護

へ
の
考
え
方
の
違
い
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

	（
学
芸
員　
清
水
俊
輝
）

指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
愛
知
県
初

の
事
例
で
し
た
。

　
百
々
陶
器
窯
跡
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
窯

跡
で
、
中
世
に
盛
ん
に
な
っ
た
渥
美
窯
の

一
つ
で
す
。
六
連
町
一
本
木
の
森
の
中
に

あ
り
、
保
存
・
整
備
が
繰
り
返
し
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
窯
跡
が
石
列
で
表

現
さ
れ
、
横
に
石
柱
と
説
明
看
板
が
立
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
百
々
陶
器
窯
跡
は
、
①
大
正
時

代
に
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
、
②

１
９
２
３（
大
正
12
）年
に
発
刊
さ
れ
た

『
渥
美
郡
史
』に
こ
の
窯
跡
の
記
載
が
あ

る
こ
と
、
③
窯
跡
付
近
か
ら
見
つ
か
っ
た

山
茶
碗
、
小
皿
、
甕か
め
か
ら
わ
か
る
当
時
の

様
子
な
ど
の
他
は
あ
ま
り
情
報
が
あ
り

ま
せ
ん
。『
渥
美
郡
史
』に
は
窯
跡
の
簡
易

な
計
測
値
、
窯
の
写
真
、
出
土
品
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
窯
跡
の
調
査
自
体
が
珍
し

か
っ
た
時
代
に
、
百
々
陶
器
窯
跡
を
と
て

も
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　
現
在
で
は
、百
々
陶
器
窯
跡
の
よ
う
に
、

直
ち
に
国
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
、
文

化
財
と
し
て
の
価
値
を
明
確
に
し
た
う
え

で
、
ま
ず
市
の
指
定
史
跡
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
価
値
が
重
要
な
も
の
か
ら
、

▲現在の百々陶器窯跡

▲石柱・説明看板
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容
4/29木～5/6木 カーネーション収穫

5/6木～5/13木 幸せの四つ葉イベント・スタンプラリー

5/13木～5/20木 市民緑花まつり
農業体験「田植え」

5/20木～5/27木 農業祭

5/27木～6/3木
田原凧まつり
山林火災訓練

◦街角ネットたはら

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

インスタグラム

※この番組表は有料広告として掲載しています

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります

1001689
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新聞紙に工夫しながら模様を描いて、か
っこいいカブトができましたね。

色々な絵の具で模様を描い
たよ。

 しん ぶん  し　　　 く  ふう　　　　　　　　　も  よう　　　か

画面いっぱいにのびのびと描け、楽しそ
うに遊ぶ様子が伝わってきます。

評

神戸保育園

三浦聖羅 ちゃん（５歳）

神戸保育園

仲谷 渚くん（５歳）

面を細かく彫ることで、
ふくろうの毛の柔らかさ
を表現することができま
したね。

評目立たせたいポイントに
鮮やかな色を使用し、深
海の様子を上手に表せて
います。

評 野田小学校５年

河合美空 さん

みんなと外で遊ぶのが楽し
かったよ。

野田小学校５年

山口悠河くん
ゆう     が

版画

版画

評

　　　　　　　そと　　 あそ　　　　 　　 たの

なぎさ

渡邉
美知江

先生
せい　  ら

いろ いろ　　　え　　　 ぐ　　　 も よう　　　か

 み　　 ら

がめん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　たの

　　　あそ　　　ようす　　　　つた

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

今月　納税・使用料の

5月31日納期限 月

固定資産税・都市計画税
（全期・第1期分）

軽自動車税
（全期分）

●人口と世帯数（令和3年4月1日現在）

●行政面積

（令和3年1月1日時点・国土地理院調べ）
１91.11km2

出生 26人 死亡 86人

転入 232人 転出 386人

増減 -214人

総人口 60,609人

男性 30,564人

女性 30,045人

世帯数 22,511世帯

※増減は3月中です

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

93.8%
（48，619千㎥）

令和3年4月21日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

◦
市

H
P

／
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp
N

o.868 令
和

3年
5月

号

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

新
緑
の
鮮
や
か
さ
が
彩
る
こ
の
季
節
。

心
地
良
い
風
が
吹
き
抜
け
、清
々
し

い
気
分
に
な
り
ま
す
。初
夏
の
青
葉
が

広
が
る
中
、親
子
が
ま
る
で
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
で
、不
思
議

と
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。（
М
）

【
表
紙
の
写
真
】田
原
城
址
の
桜
門
と
鎧
兜
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